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第一章　この人が手紙の主












　一日も早くあなたにお会いしたい。庭園の花々に待ち遠しい心を語る日々です。






　便箋からは微かに花の香りがしたのでチェチーリア・セルジは口元を綻ばせ、青い瞳が煌めく目を細めた。こっそり便箋に鼻を近づけて香りを吸い込む。

　綺麗な文字で綴られた手紙は、最後の部分だけを読むと思わず胸がキュンとなるのだが、他は国内情勢や王宮の施設がどうだとか、港に大きな蒸気船が入港する時間だとか、姉のファビオラが興味を持つとはとても思えない内容だ。

　チェチーリアは口を尖らせて頬杖をついた。

「ファビオラ姉様、異国の蒸気船ですって。積み荷はなんなのでしょうね」

「チェチーリア。そんなものいつまで読んでいるの。仕舞ってちょうだい」

　嫌そうに手を振るファビオラを見て、チェチーリアは手紙を畳む。

　ケルベザ王国第二王女のチェチーリアは、今年二十歳になった。隣で盛大にため息をつくのは第一王女のファビオラ。ふたつ年上で二十二歳。チェチーリアの目から見てもとても美しく、聡明で心優しく、自分の意見をはっきりと伝えられる自慢の姉である。ファビオラの少し波打った黒髪をいつも羨ましいと思う。自分の髪は真っ直ぐで華やかさに欠けるような気がしていた。

「姉様ったら、また読みもしないで」

「憂鬱になるだけよ」

　ファビオラに読まれない手紙がいくつチェチーリアの部屋にあるだろうか。ここファビオラの部屋には一通としてない。チェチーリアは気づかれないようにため息をついた。

「お返事の代筆はわたしが？」

「お願いできるかしら。チェチーリア、いつもありがとう。ごめんなさいね」

「おやすいご用よ。文章を書くのは好きだもの」

　ファビオラは手紙の返事を書いたことなど一度もないのだが、気が変わり自分で書くと言い出さないか確認のために聞くようにしている。

　チェチーリアは便箋を封筒に戻すと、差出人の文字を指でなぞった。ラーシュ・オリアン。ケルベザ国王である父が根回ししたファビオラの縁談相手、リルヴィエ国王の弟だ。現在二十五歳。去年、先代の国王が逝去し、三歳年上の第一王子シモンが王位継承したと聞く。同時に他国の姫を娶り現在かなり仲睦まじく、弟にも早く結婚をしてほしいと、よい縁談がないか探していたそうだ。

　ラーシュからは月に二度ほど手紙が届くのだが、ファビオラは嫌がって読まない。この縁談自体が嫌なのだ。ラーシュが縁談に前向きなのは、手紙が届くことから窺えるのだが。

　この状況に頭を抱えているのは父である。

　ケルベザ王国は小国ながら海の恩恵を受けた国で、先々代国王が水産加工技術を研さんし、腕のいい加工職人が多い。新たな発展と向上を求めて現国王の父は、建築業と造船業が盛んで、大きな港を有する大国リルヴィエ王国と縁を結びたい。いまのところは良好である両国の関係をさらに深くし、リルヴィエ王国の建設業などの技術を自国へもたらしたいと考えている。

　父は社交的で活発なファビオラをリルヴィエ王国へ嫁がせ、少々おっとりしているがよく気がつき優しいチェチーリアを女王にと考えていた。ケルベザ王国の王位継承権は男女問わず第一子だが、能力や本人の意思によりその限りではない。もちろんファビオラが女王に相応しくないということではなく、社交的なファビオラならば隣国に嫁いでもやっていけるだろうとの考えだったのだが。

　チェチーリアは、姉に対して思い違いをしているのではないかと思った。縁談相手がラーシュだと知ったファビオラがひとつも嬉しそうではなかったからだ。良縁があるのなら幸せになってほしいし、父と同じ思いである。しかし、顔合わせだけでもしてはどうかという父の説得にファビオラは首を横に振るばかりだった。

「なぜそんなに嫌がるのだ、ファビオラよ。お前の性格ならば、国外に出て夫も我が国ケルベザのことも良きに計らえる能力があると思っているのだが」

「ありがとう、お父様。でもね、いい縁談を持ってきてやるとおっしゃっていましたが、まさかこんなに早く来ると思っていなかったの」

「だから、顔合わせだけでもしてはどうかと申しておるのだ。ラーシュ殿下に会えば気持ちも変わるかもしれないではないか」

　父の気持ちは嬉しいファビオラも、嫌なものは譲れない。父は父で、ファビオラに縁談を前向きに考えてほしい。しかしながら、ファビオラは様々な理由をつけては顔合わせを先延ばしており、もう半年になるのだ。

「わたし、王国を離れるなんて嫌よ」

　溺愛する娘に嫌われそうな父は、眉毛が下がりっぱなしだ。気の毒である。

「結婚しないと申すか」

「結婚しないとは言っていません。でも結婚がすべてではないでしょう。わたしはお母様の思い出があるこのケルベザで生きて国を見守りたいのよ。お父様が将来チェチーリアを女王にとお考えならば、そのようにしてください。わたしは補佐に徹します」

　ファビオラは、いまは亡き姉妹の母である王妃の肖像画を見上げて言った。

（ファビオラ姉様はそんな風に思っていたのね）

　チェチーリアはなんとなく、ファビオラの快活な性格からして「国外に出たい！」と言い出すと思っていた。しかし、国に残りたいというのが縁談を嫌がる理由と知り、驚いたものの、ますます姉を好きになった。

　チェチーリアこそ王国の外に興味があり、いろいろ見て勉強したいと幼い頃から夢見ていた。政略結婚ではあるがリルヴィエ王国へ行けるなんて、とファビオラのことを羨ましいとさえ思っていた。

　父とファビオラの話し合いは平行線で一向に決着せず、チェチーリアは、困る父とため息ばかりの姉の間でおろおろする日々なのだ。

　今回の手紙に対しても、チェチーリアは代筆に取りかかるべく、便箋を取り出した。

「ラーシュ様、お元気でしょうか……と、姉様、前回は肌の調子が悪いからお会いできませんと書いたの。今回はどうします？」

「そうね……先日、家具の角に足の小指をぶつけたからもう少しお待ちくださいと書いてちょうだい」

「姉様、痛かったでしょうね……」

「もちろん痛かったわ。泣いたもの」

　憂鬱そうに首を振るファビオラ。チェチーリアは自分も同じ経験があるので痛みを思い出し、身震いをした。

　チェチーリアは、最初は手紙の代筆なんてと思ったものの、姉が不憫でならないのでこうして協力をしている。

「でも姉様、こんなこと続かないわよね」

「そうね……」

　窓の外に広がるケルベザ王宮庭園の景色は、姉妹が小さい頃から変わらない。季節ごとの花が咲き、晴れた日には光あふれ、雨の日には雨粒に葉が揺れるのを眺める。雪が降る日には静けさに耳を傾けて育った。

「お父様の考えやお気持ちもわかるの。でも、やっぱりわたしはこの国を離れたくない」

　父が先方に持ちかけた話である。「娘が嫌がるので縁談はなかったことにしたい」と申し出れば信用にも係る。

「姉様。そんなに悲しまないで」

　ここ半年でファビオラは幾分痩せた気がする。笑顔の消えた姉を心から心配するチェチーリアだった。

　ある日のこと。新しいレターセットを手に入れたチェチーリアは、真新しい便箋が嬉しくて試し書きをしていた。

「ラーシュ様、はじめまして。チェチーリアと申します……」

（なにを書いているの、わたしったら。恥ずかしい）

　チェチーリアは試し書きをした便箋を丸めて壁に投げ、ひとりで顔を赤くしていた。

　そこへ侍女のオルガが来た。

「チェチーリア様……？　散らかして、どうかなさいましたか？」

「な、なんでもないわ」

　チェチーリアは丸めた便箋を慌てて拾い、懐に隠した。万が一見られたら大変である。

「後ほどオルガが片づけますので。ところでお嬢様、陛下がお呼びです。お話があるとのことで」

　オルガは姉妹が小さい頃からそばにいてくれている侍女だ。最近では白髪も目立ち始め腰痛を訴えるが、まだまだ元気いっぱいである。

　チェチーリアは便箋とペンを片づけ、席を立つ。

「もうすぐ夕食のお時間ですので、ダイニングでお待ちですよ」

「わかりました。ありがとう、オルガ」

　チェチーリアは軽く身だしなみを整えて、自室を出た。

　もしやファビオラも呼ばれているのだろうか。チェチーリアがダイニングに到着すると、父が茶を飲んでいた。

「お父様、どうしたの？」

「チェチーリア。まぁ、ちょっと座りなさい」

　チェチーリアは父の表情から話題を読み取ろうとした。

（ファビオラ姉様のことね、きっと）

　なんとなく言いにくそうにしているので、予想はきっと間違いではない。

　チェチーリアの紅茶も運ばれてきたので、香りを楽しんでからひとくち飲んだ。

「ファビオラの縁談のことなのだが」

　やはりという思いで、父の話に耳を傾ける。

「正直、あの子があんなに嫌がるとは思わなかった。顔合わせを先延ばしにして半年になろうとしている。ラーシュ様から手紙が届くから、ここは任せてファビオラの心変わりを期待したが、どうやら気持ちは変わらないようだな」

「そうですね。姉様はいつも憂鬱そうだもの」

　カップを置きながらチェチーリアが言うと、父は「そうか」と遠くを見た。

「わしが持ちかけた話であるが、しかし体裁のためにお前たちの気持ちを無視するようなことはしたくない。勘違いしないで聞いてほしいのだが、あっちがだめならこっちという意味ではないのだよ」

　回りくどい言い方をするので、父の真意をいまひとつ測りかねるチェチーリアは首を傾げた。

「お父様、どういう意味なの？　はっきりおっしゃって」

　チェチーリアの表情を慎重に観察している父が見て取れた。なにを言われるのだろうと、チェチーリアは姿勢を正す。

「チェチーリア。お前、ラーシュ殿下と会ってみないか？」

　父の言葉が思いがけないことだったために、チェチーリアはポカンと口を開けたまま言葉が出なかった。

「チェチーリア？　大丈夫か。気分でも悪いか？」

「い、いいえ、ちょっと驚いたから……」

　驚きながらも、チェチーリアの心が騒ぎ出す。

（小さい頃からの夢が、もしかしたら叶えられるの？）

「それは、わたしがリルヴィエ王国へ嫁ぐということですか？」

「……よく考えてから返事を聞かせてくれ。チェチーリアよ」

　父の言葉を聞きながら、チェチーリアはラーシュの手紙の内容を思い出していた。

　港には煉瓦倉庫の建設計画が。大きな蒸気船は我が国の技術が詰まっていて。王宮には蒸気過熱を利用した窯が。

　この国にはないものをこの目で見ることができる。知らないことを経験できる。そして、あの手紙を書くラーシュに会える。

「……どうだろうか。嫌か？　はっきり言っていいんだぞ」

　ラーシュの手紙は、全部チェチーリアが読んでいた。結婚の話は最後に付け足し程度に添えられて、いつも仕事のことばかり。よほどの仕事熱心と見受けられる。けれど優しく気遣いのある手紙を書くラーシュ。

　風邪はひいていませんか。お好きな食べものはなんだろうか。王都には美味しい焼き菓子の店があって……。

　彼がどんな人なのか、気にならないわけがなかった。

（ラーシュ様に、会える）

「わかりました。お受けします」

　チェチーリアの口からは自然と言葉が出ていた。自分でも少し驚く。

「ほ、本当か！　チェチーリア」

　父はみるみる表情が変わり、嬉しさと申し訳なさが混じったようで、目に涙まで浮かべている。チェチーリアの手を取り、祈るように目を閉じた。

「わたし、ケルベザが大好き。ここで生まれて、お母様の思い出がある場所ですもの。離れたいわけではありません。けれど、隣国に嫁いでもケルベザで生活したことが消えるわけじゃないわ」

「チェチーリア……」

「ラーシュ様のお手紙、姉様は見向きもしなかったけれど、わたしは全部読んでいます。悪い方じゃなさそうだし、他に方法がないのであれば」

　もともとラーシュの醜聞は聞かない。兄である国王を支える真面目な青年である、と新聞で読んだ。

「だからお父様、姉様の代わりにわたしが嫁ぎま……」

　後ろで物音が聞こえ振り向くと、ファビオラが驚いた顔で立っていた。

「チェチーリア！　いまの話、本当なの？」

「聞こえましたか？　本当よ。わたしの気持ちをお伝えしたところ」

「なんてことなの。お父様、まさかチェチーリアに？」

　ファビオラは父に責めるような視線を向けている。これはよくないとチェチーリアはファビオラのそばへ駆け寄った。

「ああ、姉様。違うのよ。無理に受けたわけじゃないわ。わたしが進んで行くのよ」

「本当に？　嘘はつかないでね、チェチーリア」

「ファビオラ姉様。誤解しないでね。わたし、犠牲だとはこれっぽっちも思っていないのよ。先方にとっては姉様の代わりかもしれないけれど、わたしにできることをしたいの。そしてなによりも興味があるの。国外のことを見て聞いて、いろいろ知りたい」

「チェチーリア……そうなの？　初めて聞いたわ」

　ファビオラの興奮した目が落ち着いていき、安心したチェチーリアは静かに伝える。

「知らないことがたくさんあるんだろうなと想像するとワクワクするもの。ずっと憧れていたわ。もし結婚という形があるのなら、悪くはないと思ったの」

　それに、縁談相手に半年も辞めずに手紙を送り続けるならば、ラーシュは悪い人ではないはず。

（だからなにも怖くないわ）

　チェチーリアは「安心してね」とファビオラの手を取った。

「チェチーリア、もっと大人しい子だったはずよ」

「姉様に比べたら大人しいのかもね？」

「なんか、大きくなっちゃったわね。わたしにくっついていた小さいチェチーリアじゃないのね。もうちょっとあなたを守る姉でいたかったわ」

「わたしの姉様はいつまでもファビオラ姉様だけ。ずっと大好きよ」

「可愛いわたしの妹……」

　ファビオラはチェチーリアを抱きしめ、頬にキスをくれた。










　ラーシュは金髪の癖毛を掻きながら、本日何度目かわからないため息をついている。

　昼食後のティータイムなのだが、国王である兄シモンにつきあってサンルームのテーブルセットに甘い菓子と紅茶を数種類広げ甘ったるい空気に身を浸している。甘いのは菓子の香りだけではなく。

「きみは本当に可愛いね、ジェンマ」

「ねぇ、シモン様。この焼き菓子はわたしが焼いたの。食べたら職務に戻りましょう」

「いや、俺はいまきみを見ていたい。書類なんか楽しくない」

「お仕事しましょう……あなたは国王……」

「国王である前にきみの夫だ」

「そうね。わかっているのでお仕事がんばりましょう」

　ジェンマはシモンの鼻を突いてからラーシュに向かい「困った人」とでも言いたげに苦笑した。

　先代リルヴィエ国王、兄弟の父が病気で亡くなったのが一年前。その後、第一王子シモンが国王に就き、同時にかねてからあった縁談相手と結婚をした。王妃ジェンマは赤毛で色白の異国の姫である。貿易相手国との政略結婚ではあるが現在シモンがジェンマにベタ惚れで、片時も離れたくないらしい。たしかに美しく魅力的な女性であり、そして我が儘なシモンをうまく扱っていると思う。

（もしかしてこの国の行く末はジェンマ様が握っているのかもしれない）

　ジェンマと結婚してからシモンは少し変わった。もともと頭の回転の速い男ではあったが以前にも増して仕事を意欲的にこなし、国王然とした雰囲気を身につけてきた。ジェンマにべったりでも職務についてはきちんとこなしている。そしてなによりも幸せそうで対面する相手にも幸せが伝染するほどだ。

　ラーシュは王弟としてリルヴィエ王国発展のために尽力していく決意である。

　しかしここサンルームの空気が甘い。甘ったるい。

「いい加減にしてくれないか、兄上」

「おや、ラーシュ。いたのか」

「俺を呼んだのは兄上だろ。あと少ししたら俺も仕事に戻る」

「お前、もう少し肩の力を抜いて甘いものを食べて過ごしなさい」

「兄上は肩の力を抜き過ぎだし、甘いものも食べ過ぎなんです」

　ラーシュはジェンマが焼いてくれたレモンのクッキーを三枚一気に口へ放り込んだ。

「うん。美味しいです。ジェンマ様は本当に料理がうまい」

「ラーシュも甘いものに目がないからな。母上を思い出すな」

　たしかに兄弟が幼い頃に亡くなった母は菓子作りが得意で、あれこれ作っては食べさせてくれた。だから兄弟ふたりとも甘党なのかもしれない。ラーシュは再びクッキーを口に運んだ。濃く煎れた紅茶にとても合う。

「ラーシュ、もしいい縁があれば早く結婚しろ。俺とジェンマを見ていればわかるだろう。俺はいま最高に幸せなんだ」

　でしょうね、と思わず言いそうになるラーシュ。シモンはひとつに結んだ自分の髪の先端でジェンマの頬を撫でている。なにをやっているのだろうか。

「兄上はよかったですね。ジェンマ様が運命の相手なのでしょうから」

　そうでなければこんなに四六時中ベタベタと触れ合っていられない。あははと笑うシモンは話を聞いているのだろうか、甚だ疑問である。

（運命の相手など、自分で言っておいておかしいが）

　ラーシュは、この広い世界のどこかにいるのであろう運命の人と出会える奇跡など、起きないと思っている。

「ときにラーシュ、ケルベザの王女との縁談はどうなったんだ。まさか俺の知らない間にもう結婚したのか？」

　憂鬱な質問だなとラーシュは下唇を噛んだ。

「していませんよ……なに寝言を言っているんですか、兄上」

「なんだっけ、王女の名前は……ええと」

　ジェンマがそこで「第一王女のファビオラ様です」と教える。さすがよくできた妻だ。

「なんだかんだと理由をつけて顔合わせを先延ばしにしているので、結婚が嫌なのではないですか？」

「そうなのか。ケルベザの国王も大変だな。ラーシュほどの男は世界中探したっていないというのに」

「それならそれで、白紙に戻せばいいものを。俺は別に結婚がすべてとは思っていません。話が進まないのであればしなくて結構です」

　ラーシュが不機嫌になるのを見て、シモンが腕組みをし「なるほどな」と小さく漏らした。

「しかし、リルヴィエとしてもケルベザと縁を結ぶのは悪いことではないよ。我が国は造船と建築に強いが食品技術はあまりないからね。ケルベザの水産加工品が国内に出回るようになればリルヴィエの民衆も喜ぶし、栄養面にいい結果をもたらすだろう」

　ジェンマに骨抜きになっていそうでも、きちんと考えているシモンはやはり尊敬できる。シモンもラーシュに意見を求め、そしてよき理解者でいてくれる。

「お前の結婚について適当に考えているわけではないよ。俺の大事な弟の結婚なのだから、身も蓋もないほど幸せになってもらわないと困る」

　どんな幸せなのかと首を捻るが、ラーシュはシモンの思いが嬉しかった。

「ラーシュ、お前はどうしたい？　いったん白紙に戻す旨を伝えるか？　それとももう少し待つか。まぁ、お前が結婚をしたくないならいまはそれもいいだろう」

　シモンは選択肢をいろいろ並べてくれるが、ラーシュはため息をつく。

　正直、本心ではない恋文のような手紙を送るのは、いい加減嫌になってきた。他国のお姫様の機嫌取りなどもうご免だ。さて、どうしたものかと考え込むラーシュ。そこでドアがノックされ「お話し中のところ申し訳ありません」と側近マウリッツの声がした。

「かまわん。入れ」

　シモンが返事をする。顎髭を蓄えた大男のマウリッツが、まるで熊が巣穴に潜り込むようにして入ってきた。

　マウリッツはシモンの二歳年上で、もうひとりの兄弟のようにして育った男だ。リルヴィエ王国には王立騎士団が三団で組織され、それぞれに団長がいる。マウリッツはその上にあたる総騎士団長を担っている。

「陛下、失礼いたします。ラーシュ様に緊急の文がございまして」

　ラーシュはマウリッツから封筒を受け取り、訝しげに封を切り中身をあらためる。

「ケルベザ国王からだ」

　ラーシュは文面を追う。ケルベザ国王の手紙には、挨拶、第一王女ファビオラの無礼を謝罪したあとに、思いがけない提案がしたためられていた。読みながら目を丸くしたラーシュの様子を見て、シモンが身を乗り出す。

「なんだって？」

「今度は……妹のチェチーリア王女との縁談です」

　シモンとジェンマは顔を見合わせから、ラーシュに「どうるすの？」とでも言いたげな視線を送ってくる。ふたりの視線から目を逸らし、ラーシュは手紙を読み進めていく。

「妹チェチーリア様は……結婚を承諾しているとのこと」

「まぁ、すごい」

　気が早いジェンマは感嘆の声を上げた。

「へえ。じゃあラーシュ、お前次第ってことだな」

　ここへきて急展開である。ラーシュはなんだか急に胸がソワソワし始めた。これは期待ではなく不安ではなかろうか。

（姉がだめなら妹という、政略結婚の根回しの手本みたいだな）

　おそらく、ケルベザ国王が結婚を急ぐあまりに、ファビオラの気持ちをよく確認せずに縁談を持ちかけてきたに違いない。だから進まなかったのだ。ケルベザ国王は国益目的だけの政略結婚を根回しするような強欲な人間とは思えない。王妃を早くに亡くしたが再婚せず、穏やかで娘たちを愛する男だと聞く。しかし、人柄に関する噂は真実とはいささか違うのかもしれない。

（しかし、妹のほうがすでにこの結婚を受け入れているとはなんだか不思議な気もする）

　姉が可哀そうになったのだろうか。あり得る。

　妹のチェチーリアがラーシュとの結婚に前向きであるなら話は早い。先ほどシモンが言ったようにケルベザ国王と縁を結ぶことは無駄ではない。

（どのみち、俺が心を乱すうちに入らない。落ち着け）

「どうするんだ？　ラーシュ」

「姉が妹に変わろうとなんら問題はありません。どちらでも俺はかまいませんから」

「じゃあ、決まったな」

　シモンがラーシュの肩を抱く。ラーシュは兄の笑顔が嬉しかった。自分の結婚を喜んでくれる人がいるということは幸せだと思う。自分のためというよりも国のためにする政略結婚ではあるが。

「やっぱり第一王女のファビオラ様はこの縁談が嫌だったのか」

「ファビオラ様は、家具の角に足の小指をぶつけたので縁談をこれ以上進めることが不可能らしい」

　ふたりにそう伝えるとラーシュは手紙を懐に仕舞った。

「……なるほど。痛そうね……ふふっ」

　ジェンマがふき出したので、思わずラーシュとシモンも笑ったのだった。










　リルヴィエ王国のラーシュから正式な婚姻の申し込みが届いたことで、姉妹の父は大喜び。すぐさまチェチーリア側も快諾の文を届けさせた。翌日からケルベザ王宮内は、チェチーリアの輿入れ準備でてんてこ舞いになった。あれこれ決められていき、ドレスの採寸から制作も時間を惜しんで進められ、目眩がしそうな毎日だった。

　両者が結婚に同意しているという理由で、事前の顔合わせはなし。チェチーリアは婚儀の日に合わせ、数日前にリルヴィエ王国入りすることになった。

　今回、チェチーリアは侍女オルガを伴い嫁ぐことになっている。オルガの年齢や体調も考えて断ったのだが、オルガのたっての希望である。ファビオラもそれなら安心だと喜んでくれた。

　誰よりもチェチーリアのドレスについて手伝ってくれるのがファビオラであった。今日も積極的に、レースや布を一緒に選んでくれる。

「流行のレースはこちらだけれど、わたしはケルベザに昔からあるデザインがいいと思っているの。ファビオラ姉様、どうかしら」

「そうね。素晴らしい作りだし、チェチーリアの肌色にとても映えると思う」

「ラーシュ様がどんなものをお好みかはわからないけれど、気に入っていただけたらいいな」

（ラーシュ様に、少しでも綺麗だと思ってもらいたいもの）

　一生に一度のことだから、チェチーリアは真剣に花嫁のドレスの布やレースを選ぶ。隣でファビオラが苦笑している。

「まだお会いしてもいないのに。チェチーリアったらラーシュ様の手紙を読むうちにすっかり恋する乙女になったのね？」

「そうなのかしら……とても嬉しいの」

　輿入れ準備をしながら旅立つ日を指折り数える。恋心と呼べるのかはわからないけれど、ラーシュを思うと胸がいっぱいになる。会いたくて仕方がない。顔を赤らめるチェチーリアだった。

　ドロワーズ姿で仮縫いのドレスを合わせていたチェチーリアのもとに、オルガがやって来た。

「チェチーリア様、お手紙が届きました」

「どなた？」

「ラーシュ様からですよ」

　わぁ、と思わず声を出してしまい、チェチーリアは口を押さえた。その様子を見たファビオラが、手紙を受け取りチェチーリアに渡す。

「ラーシュ様、わたしにお手紙をくださるのよ。見て、姉様」

「当たり前じゃない。あなたが妻になるのだから。喜ぶチェチーリアの顔を見せて差し上げたいわね」

　ファビオラが憂鬱そうにしていたラーシュからの手紙は、チェチーリアにとっては笑顔の源である。

（やはり思った通り、本当にお優しい方なのね）

　チェチーリアのためにラーシュが書いてくれたのだと思うと、嬉しくて仕方がない。手紙をぎゅっと胸に抱くようにしているとファビオラが「さ、もうひと息よ」と仮縫いの手袋を合わせた。

「衣装合わせが終わったらごゆっくりどうぞ。ドロワーズ一枚で手紙を抱きしめていましたってお返事を書かないとね」

「姉様、さすがにそれは書けないわ」

　姉妹の笑い声が響く室内。侍女とお針子たちは手を動かしながらその光景を見て、笑顔になった。

　チェチーリアは部屋に戻るとスカートが皺になるのも厭わずベッドに飛び込む。そして手紙を急いで開封した。微かに花の香りがして、目眩にも似た感覚に襲われる。











チェチーリア様

あなたにお会いできる日を指折り数えて、早くその日が来ればいいと、そればかりを考えています。今夜の月、そして明日の太陽にふたりの幸せを祈って眠りにつく毎日です。

ラーシュ












　なんて素敵な言葉を紡ぐ人なのだろうか。

（それに、会える日を指折り数えているなんて、わたしと一緒だわ）

　短いけれど、変わらず綺麗な文字で綴られた自分の名前に、興奮してしまうチェチーリアなのだった。いままでは「ファビオラ様」だったのだから。

　チェチーリアはベッドの上で自分の腕を掻き抱く。

「ラーシュ様」

　ほうと吐いたため息は熱かった。準備すら歯痒く思う自分こそ、彼にいますぐにでも会いたいのだ。

（ラーシュ様も、こんな風にわたしに会いたいと思ってくださっているのかなぁ）

　手紙にはどのようにも書ける。盛り上がっているのは自分だけだったら恥ずかしいのだが。深呼吸をし、気持ちを落ち着けてもう一度手紙を読み返す。

（すぐにお返事を書こう。わたしも早くお会いしたいですって書いてもいいのかしら）

　チェチーリアは返事をどう書こうか悩みながらも、何度も何度もラーシュの手紙を読み返していた。






　ケルベザとリルヴィエの国境を数台の馬車がひた走る。

　そのうちの一台にチェチーリアが乗っていた。リルヴィエ王国へ行くには近道の山道と遠回りになる海沿いの道を行くふたつのルートがあるが、後者が選ばれた。理由として山道は山賊や野生動物に襲われる危険性があるが、海沿いの道は景色もよく休憩できる宿もあって安全だからだ。

　馬車に揺られ数日の長距離移動だったが、ラーシュに早く会いたいという待ち遠しい気持ちが先立ち、苦痛ではなかった。

　リルヴィエの王都へ入ると煉瓦作りの立派な建物が規則正しく並んでおり、よく整備されていた。それだけではなく設置された花壇や街路樹が建物と調和していて、とても華やかだ。ケルベザ王国の王都も美しく賑やかなのだが、リルヴィエ王国と比べると霞んでしまう。

　海に向かって緩く傾斜する地形で、山側には豊かな森が見える。リルヴィエ港は広大で、積み荷用の倉庫なのか、大きな建物が見える。以前手紙に書いてあった蒸気船があの港に入るのかと考えるとチェチーリアはワクワクした。

　王都には国家行事ための広場がある。戴冠式や記念式典、そしてラーシュとチェチーリアの結婚式も執り行われると聞いた。民衆へのお披露目目的もあるとのこと。一画には王族専用の屋敷もあるそうだ。

　広場を抜けてから山側斜面に視線を向けると奇妙な建築物が目に入った。気になったチェチーリアは馬車窓を開けて指さし、向かいに座るオルガに聞いてみた。

「あれ見て。なにかしら」

「なんでございましょうね？」

　オルガも首を傾げる。ふたりには予想もつかないものだった。

　三階建てで、小さい窓がいくつかあるだけで装飾はない。街並みに対して質素な建物だったが、木々の緑が茂る斜面に白い外壁がとても目立っていた。

（わざと目立つように白くしてあるみたい。なんなのか、ラーシュ様にお会いしたら聞いてみようかしら）

　話題をひとつ得たと思いながら、馬車窓を閉めた。

　またしばらく走り、馬車は緑の美しい広大な庭園へと進む。リルヴィエ王国の王宮敷地内へと入ったのだ。

「王宮の庭園はとても美しいと聞いていたけれど、本当、素晴らしいわね」

　刈り込み整えられた木々と、規則正しく並んだ背の低い花が鮮やかでとても美しい。その奥にこげ茶色をした煉瓦作りの大きな建物が見えてくる。リルヴィエ王宮だ。

（ここでの生活が始まるのね）

　期待と少しの不安が胸に去来する。同時にときめきで胸がいっぱいになり苦しいほどだった。

　早くラーシュに会いたい。

（落ち着いて。もうすぐなんだから）

　弾む呼吸を整えるチェチーリアだった。

　玄関に到着し馬車から降りると、チェチーリアとオルガは客室と思しき部屋に案内された。広く清潔な部屋には、軽食とティーセットが用意されていた。オルガが淹れてくれた紅茶でひと息ついていると、部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「はい」

「マウリッツと申します。ラーシュ陛下のもとへご案内いたしますので」

　低く太い声。執事かとオルガがドアを開けた。すると入口の上部に顔が半分隠れるほど大きな男性が立っていた。帯剣しているので執事でない。驚くオルガの横に立ち、チェチーリアはスカートを摘まんだ。

「は、はいっ。準備は整っておりますので、いつでも」

「では、参りましょうか」

　屈んで顎髭を蓄えた顔を出したマウリッツは、屈託のない笑顔をチェチーリアへ向け、「こちらへ」と促した。

　屈まなければ部屋に入れないなんて不自由だろうなと思いながら、チェチーリアはマウリッツのあとを追った。

「長旅お疲れ様でした。不自由はございませんでしたか？」

「大丈夫でした。ありがとうございます」

　オルガは腰が痛いと言っていたが、チェチーリアは苦痛や不都合などまったくなかった。

　マウリッツは多くは語らず、長い廊下を進んでいく。歩幅が違い過ぎるので、チェチーリアは小走りになる。必死に後を追うチェチーリアに気づき、マウリッツが立ち止まる。

「おっと、失礼いたしました。少し歩みを緩めます」

「すみません……大きい方ですね、マウリッツ様」

「マウリッツとお呼びください。大きい体を無駄だと思ったこともあったのですが、どこからでも見つけられると国王陛下やラーシュ様には喜んでいただけるのですよ」

「まぁ、うふふ」

　緊張気味のチェチーリアを和ませるマウリッツの気遣いをありがたく思った。

　いくつ角を曲がったか覚えていないと冷や汗をかいていると「こちらです」とマウリッツは両開きのドアに手をかけた。

「ラーシュ殿下と、両陛下もいらっしゃいます」

「そ、そうですか」

　ラーシュだけではなかったのか。どちらにしても国王にも目通りしなければいけないのだが、急で驚き、チェチーリアは緊張で体を硬くした。

　この日の為に選んだドレスは水色。瞳の色と同系色にし、黒髪で引き締まった印象に仕上げてもらった。落ち着いて大人っぽい装いで気に入っている。ラーシュの目に少しでも美しく映るようにと祈る。

「チェチーリア様をお連れしました」

「入れ」

　キィと軽い音を立ててドアが開く。玉座の間ではなく、応接用なのか明るく清潔な部屋だった。楕円のテーブルがセットされ、ソファにひとりの女性と青年がふたり座っている。

　女性の手を握っている長い金髪の青年、その隣に同じ金髪でふわりとした癖毛がよく似合う青年と、目があった。

「ラーシュ、さま」

　つい名を呼んでしまった。あっと思い口に手を当てる。

　あれだけ会いたくて仕方がなかった彼が目の前にいる。チェチーリアが勝手に想像していた幻想ではなく、本物のラーシュだ。

　やっと出会えたことで、チェチーリアの内部に火が放たれた。吐息が熱い。

　茶色の瞳は真っ直ぐチェチーリアを見ている。視線の強さで動けなくなったチェチーリアはドレスの裾をぎゅっと握っていた。

　挨拶をせねば。ぎこちなく手を動かしてスカートを摘まみ、腰を落とす。

「は、はじめまして。チェチーリアと申します。お目にかかれて光栄です」

（ど、どうしよう。心臓が口から出そう）

　ラーシュが立ち上がりこちらへ来る。チェチーリアは足が震えた。

（ラーシュ様……なんて美しい方なの）

　シモンが優しく柔らかい雰囲気であるのに対し、ラーシュは涼しげな目元が凛々しく、思わず見とれるほどに美しい瞳を持っていた。視線が合っただけで鼓動が速くなる。こんなに美形の王弟だなんて聞いていない。ラーシュは背が高く、女性の中では背の高いチェチーリアなのだがそれでも頭ひとつは大きいだろうか。ふわりと香ったのは手紙についていたものと同じ匂いだったので、思わずクンクンと鼻を鳴らしてしまった。

「ラーシュだ。よろしく。ようこそ、リルヴィエへ」

「殿下、よろしくお願いいたします」

「ラーシュでいい」

「は、はい……」

　差し伸べられたラーシュの手を取った。

（わたしは、この人の妻になるのね）
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　大きくて温かい手だった。この手で手紙を書くのかと思うとなぜかドキドキと胸が高鳴った。握手が解かれ、チェチーリアは胸に手を当てて呼吸を整えた。

「お手紙を、ありがとうございます」

「ああ……不精で得意ではないので申し訳なかった」

「そんな、素敵なお手紙でした。わたし、いつも嬉しくて」

「嬉しい？」

　縁談に合意してから、ラーシュから合計三通の手紙が来ていた。もちろん、全部の手紙は大事に携えてリルヴィエへとやってきた。

　手紙が嬉しかったと伝えたのはおかしかったのだろうか。返事にも「わたしも早く会いたいです」と書いたはずなのに。ラーシュは不思議そうな顔をしていた。

　ソファに視線を戻す。女性はジェンマ王妃だろう。緑色のドレスを着て赤毛で色白の肌、微笑みを湛えた唇はまるで花のようだった。ジェンマの手をずっと握っているのがシモン国王。すべての幸福を手にしたかのような雰囲気を纏う美しい青年で、甘く優しい笑顔が印象的だ。そのシモンがひらひらとこちらへ手を振っている。

「やぁ、わたしはシモン。ラーシュは自慢の弟だよ。チェチーリア殿、これからよろしく頼む」

　シモンは、物腰柔らかく偉ぶる様子がなかった。チェチーリアの気持ちを解してくれたが、国王だということを忘れてしまわぬようにしなければならない。

「は、はいっ。チェチーリアとお呼びください」

「じゃあ、チェチーリア。ねぇ、ジェンマ。なんて可愛らしい方だろうね」

「本当！　こんなに可愛い妹ができるなんて、嬉しいわ」

　シモンの手を引き剥がすようにして立ち上がったジェンマが、チェチーリアに駆け寄ってきた。眩しいジェンマの美しさに圧倒される。

　なるほど、シモンが幸せいっぱいに見えるのは彼女への愛ゆえなのだ。

「ラーシュ様、素敵な方をお迎えするのね」

　ジェンマに褒められて嬉しいチェチーリアだったが、ラーシュを見ると眉間に皺を寄せている。

「……そうですね」

　ラーシュの声は固い。さっと目を逸らされて、チェチーリアは少しショックを受けた。

（機嫌が悪そう……。もしかして怒っていらっしゃるのかしら）

　ソファへと戻っていくラーシュの横顔が赤い。

　怒っているのだとしても無理はない。そもそも、ラーシュは姉との縁談に最初から前向きだった。それなのに顔合わせをずっと引き延ばされ、その間に出した恋文への返事はのらりくらり、挙げ句の果てに相手が妹に変更になったのだから。チェチーリアはひとりで舞い上がっているような気がして、なんだか急に恥ずかしくなってしまった。

「ねぇ、チェチーリア。もう花嫁衣装の準備は済んだの？　足りないものがあったら言ってちょうだい。わたしなにか手伝いたいのだけれど」

「あ、ありがとうございます。衣装などはすべて整えて参りましたので。ジェンマ様のお気持ち、嬉しいです」

（ジェンマ様、優しい方みたいでよかった……）

　明るく朗らかでどことなくファビオラに雰囲気が似ている。

　ジェンマはチェチーリアをソファへ導き、ラーシュの隣に座らせた。チェチーリアとジェンマをシモンとラーシュが挟む形になった。

　テーブルにはクッキーと小さなケーキ、紅茶が用意してある。

「この焼き菓子、わたしが作ったの。どうぞ召し上がって」

「ジェンマのお菓子は美味しいぞ」

　シモンが付け足した。勧められたのでクッキーをひとついただくことにする。口に入れるとサックリ砕けて、バターの香りが広がる。いろいろな食材が混ぜてあるクッキーだった。

「あ、木の実と干し葡萄が入っています。美味しい」

「わかる？　お好きかしら」

「大好きです。とても美味しいです」

　嬉しそうに笑うジェンマ。自分で菓子を作るとは素敵な王妃である。ラーシュを見ると、同じくクッキーを食べていた。

（甘いお菓子を作ったら食べていただけるのかしら）

「わたしも、よくお菓子を作っていました」

「好きなのか？　料理が」

　ラーシュの問いかけに少し驚いたチェリーリアだったが、頷いた。

「あ、あの……ラーシュ様。わたしもお菓子作りをしてもよろしいでしょうか」

　ラーシュはチェチーリアに視線を投げ、またすぐ逸らす。

「作りたいなら好きにすればいい。聞かなくていいから自由にしなさい」

　こちらを見てはくれなかったが、ラーシュが自由にと言うので「ありがとうございます」と礼を述べた。

「チェチーリア。今度一緒にやりましょうよ。きっと楽しいわ。シモン様やラーシュ様とお菓子作りをして持ち寄ってお話するなんてできなかったし」

「なんだい、ジェンマ。俺はきみにいつだってつきあうのに。それに女同士でティータイムを過ごしたければ侍女たちがいるじゃないか」

　シモンが再びジェンマの手を握って口を尖らせた。まるで少年のようである。

（シモン陛下、ジェンマ様が大好きなのね）

　見ているこちらが恥ずかしくなるほど人目を憚らず触れ合っている。

「侍女たちと作るのも楽しいんだけれど、これからはチェチーリアと遊ぼうっと」

「チェチーリアで遊ぶ、の間違いじゃないのかい？」

　シモンが笑うとジェンマは「玩具じゃないのよ」と頬を膨らませた。

「チェチーリア。迷惑だったらジェンマの誘いは断っていいのだからね」

「わたしも妹がいるのよ。他国の王族へ嫁いでいったけれど。チェチーリアを見ていると妹を思い出すわ」

　シモンの言葉は無視し、ジェンマは懐かしそうに目を細めた。

「そうなのですか。ご存知かと思いますが、わたしも姉が……」

「そうだったわね。お姉様、足の小指のお加減はいかが？」

　ジェンマは片目をつぶったが、チェチーリアはなんと答えていいのかわからなかった。下を向き黙って肩をすぼめていると、ラーシュが「チェチーリア」と名を呼んだ。

「きみが肩身の狭い思いをすることはない。こうして来てくれたのだから。普通にしていていい」

　真っ直ぐにチェチーリアを見つめる茶色の瞳は優しくて、胸がきゅっと締めつけられる。

「あらあら、どうして泣くのかしら」

　ジェンマに言われて、自分が泣いていることに気づくチェチーリア。

「あっ、やだ！　ごめんなさい！　なんでもないのです！」

　チェチーリアは零れる涙を乱暴に拭った。

（こんなところで泣くなんて！）

「ラーシュ、お前なにを泣かせているんだ」

「あっなっ、俺は別に」

「違います！　えっと、ラーシュ様がお優しいので、嬉しくて」

　チェチーリアは隠すようにして涙を拭った。嬉しいのは本当だ。

　心の奥に、ラーシュへの贖罪の気持ちがある。ファビオラの手紙を代筆していた負い目だ。身代わりだと言うつもりはないが、チェチーリアは心に秘密を持ちラーシュに嫁いできたことになるのだ。ラーシュに会いたい自分勝手な憧れがあり、立場と秘密が知らぬ間に自分の心を締め上げていたのだろう。

「すみません。わたしは平気です！　ちょっと旅の疲れが出てしまったのかもしれません」

　チェチーリアは湿っぽくなった場を明るくしたくて、クッキーを齧り「本当に、美味しいです」と無理矢理に笑った。シモンもジェンマも笑ってくれたが、ラーシュは口角を少し上げただけだった。

　落ち着いた頃合いを見てシモンが「チェチーリア」と呼ぶ。

「ここへ来るときに王都の広場を見てきたかい？」

「あ、はい。見てきました」

「王族はあの美しい広場で結婚式を挙げるのだよ。俺とジェンマもそうだったんだ。ねぇジェンマ。きみは本当に美しかった。ブーケも枯れるほど」

「花嫁のブーケは枯れません。なにをおっしゃるの」

　相変わらずジェンマの手を握るシモンだが、ジェンマに手の甲をペチリと叩かれている。ふっと笑って隣を見たらラーシュと目が合った。

（な、なにか話題……お話をしなければ）

「あ、あの、ラーシュ様」

　声をかけるとラーシュは「なんだろうか」と首を傾げる。

「リルヴィエの建築技術は素晴らしいですよね。街並みも整って美しいですし。王宮へ来る途中に、ラーシュ様にお会いしたら聞こうと思った建物を見つけました」

「なにか気になるものでも？」

「はい。なんだか不思議な建築物があったのです。山の斜面から突き出るように建てられた三階建ての白い建物なのですが……あれはなんですか？」

　一瞬なにを言われているのかと視線を上に向けたラーシュだったが「ああ、あれか」と、話してくれた。

「あのあたりは、百年ほど前に沖で地震が起きて大きな津波があってね。逃げ遅れた人たちがたくさん死んだ」

　隣国だというのに、そのような歴史があることをいま初めて知ったチェチーリアだった。

「ケルベザに津波の歴史はありません。同じく海に面しているのに」

「隣接するふたつの国は、大陸から海に突き出た半島を形作っている。大陸側に位置するケルベザには、津波の影響はなかったのだろう」

「そうかもしれませんね」

「きみが見た建物は避難所だ。食料と水が備蓄されていて建物の老朽化点検も数年ごとに行っている。当時の国王が決定した大事なことなのだ」

　世界には地震が多い国というのはあるが、ケルベザとリルヴィエ両国に特別そういったことはない。しかし頻繁でなくても百年前の出来事から学び、安全を優先しているのは素晴らしい。

「我が国にとって港は大事な場所で、人もたくさん集まる。だからこそ万が一の備えなのだ」

　ラーシュの言葉を聞いて、チェチーリアはあの白い建物がとても尊いものに思えた。

　海に向かって傾斜する地形で津波が襲ってきた場合、海のすぐそばにいたならば、逃げなければ確実に津波に飲み込まれる。避難所があるというだけで、思い出し逃げ込むことができる。家が浸水してしまっても身を寄せる場所がある。

「見た感じ、煉瓦作りの建物が多いですね。この王宮もそうですし」

「煉瓦作りは一見地震に弱いと思われるが、我が国で研究した特殊な工法で作られていて強靭なんだ」

（ラーシュ様、とても楽しそうにお話しをするのね）

　仕事の話ではあるが、よくはわからなくてもチェチーリアは興味深く聞くことができた。

「今度、煉瓦工場と、いま港に倉庫を造っているからその建設現場を見に行こうか」

　ラーシュが提案すると、シモンがふっと笑う。

「なぁ、ラーシュ。女性を誘うのに建設現場なのか？」

「おかしいでしょうか？」

「おかしくはないが。ラーシュは本当に仕事熱心だな」

（あ、いまのはお誘いだったのね）

　苦笑するシモン。ラーシュは顔を赤くしまた眉間に皺を寄せている。

「……すまない」

「あ、いいえ。謝らないでくださいませ。わたし、ラーシュ様にお供いたします」

　ふたりで出かける時間を取れるまで少しかかるかもしれないが、そのときは建設現場だろうと工場だろうと、チェチーリアはラーシュと一緒に行くつもりだ。

「チェチーリア、長旅で疲れただろうから部屋でゆっくり休むといい。明日からまた、今度は結婚式の準備で忙しくなる。俺は職務に戻る」

　言いながらラーシュは立ち上がる。

（え、もう行ってしまわれるの？）

　旅の疲れを心配してくれるのは嬉しいけれど、さほど疲労も感じていないのでラーシュともう少し話をしたかった。しかし、仕事があると言われれば引き留めるわけにもいくまい。

「兄上、先に行きますよ」

「はいはい。じゃあジェンマ、俺は仕事をしてくる」

　仕方なさそうに弟に従う兄シモン。ジェンマもチェチーリアもにこやかに送り出した。

　その後、チェチーリアも王宮侍女に案内され部屋に向かった。

　部屋では、オルガは花嫁衣装などの最終確認をしていた。菓子と茶が用意されており、思わず「ふう、緊張した」と漏らしソファに深く座った。

「お疲れ様でした。いかがでしたか？」

　オルガが菓子を取りわけてくれた。おひとりで行かせてしまったとか、オルガはあれこれと心配していたと話すが、彼女の言葉はチェチーリアの耳にはあまり入らなかった。

「素敵な、ね……人だったの」

（想像通り、ううん。それ以上の素敵な人だった）

　仕事に対してとても真面目で、真っ直ぐ。国を思い、民衆を思い、歴史を重んじる。国王である兄シモンをよく支えていることも、シモンがラーシュを信頼していることも、雰囲気から読み取れた。

　美貌も持ち合わせている。手紙を読みラーシュに対して好意を持っていたチェチーリアだったが、一目で恋に落ちたと自覚した。つい涙してしまったのは恥ずべきことかもしれなかった。印象を悪くしていないか心配だ。だが、肩身の狭い思いをすることはないと、温かい言葉をかけてくれたラーシュを思い出すと、嬉しさでまた目頭が熱くなる。

（縁談相手の変更は、ラーシュ様にとってあまりいい気持ちではなかったかもしれない。けれど、わたしとの結婚を合意してくださったのだから、笑顔で接していこう。精一杯、ラーシュ様を想うの）

　うっとりと出会いの場面を反芻するチェチーリアを、オルガは苦笑しながら「ようございましたね」と見つめた。その言葉もチェチーリアの耳に届かない様子。

　その後、夕食は部屋でゆっくりと食べてほしいとの配慮がなされた。チェチーリアはしばし緊張から放たれ、ゆったりした時間を過ごすことができた。

　ラーシュに会って、新しく芽生えた想いを愛でるようにしながら。

















第二章　いままでの自分












　ラーシュは目の前に積まれた書類にまったく集中できないでいた。

　少し前に王宮医師を呼び診察を受けたのだが異常はなかった。心臓が早鐘を打ち呼吸が速く、うっすらと汗をかき顔が火照って仕方がない。急激な体調不良なのかとも考え診てもらったわけなのだが。

　しかし、ラーシュには原因がわかっているのだ。

（なんなのだ、あの娘は。可愛いという言葉だけでは言い表すことができない。自分の貧相な語彙力を呪う。いや、たとえどれだけ美しい言葉を並べ立てたところで、チェチーリアの美しさは表現できない）

　チェチーリアを一目見て、まるで雷に打たれたかのように目の前に火花が飛び散った。

　ジェンマも美しい女性だが、ラーシュの目にはチェチーリアはそれ以上の美女に映った。シモンの怒りを買うだろうから言うわけにはいかないが。

　この世のものとは思えない存在だ。黒髪は濡れた羽のように艶やかで、肌は白くきめ細やか。なにを食べたらああなるのだ。ケルベザ王国の水産加工品が肌にいいのだろうか。だとしたら彼女の美肌維持のため一刻も早く国内流通契約を申請しなければ。さらに、ドレスから伸びる首は匂い立つような色香があった。

（ドレスの中身を見たい）

　ラーシュは呻きながら頭を振る。

　落ち着くのだ、なにを考えている。心の声は恐ろしい。

　いや、妻になるのだから見てもいいだろう。いいはずだ。そう考えたがまたラーシュは頭を抱える。

（そんなことを言ったら嫌われるだろう。欲求を制御できない俺ではないはずだ）

　ラーシュは奥歯を噛みしめる。

　姉のファビオラもきっと美しい娘なのだろう。しかしチェチーリアでなかったら体に異常をきたすほどの衝撃は、きっとなかったに違いない。彼女も了承してここへ来たのだ。ドレスの中身を見たいと言っても拒絶はしないだろうが、しかし、それは都合のいい考えではないだろうか。ラーシュは逡巡する。なぜなら、チェチーリアは涙をこぼした。ファビオラのことで肩身の狭い思いをしているのかと思い、ああは言ったが、自分は思い違いをしているのではないだろうか。

（チェチーリア、もしかして泣くほどにこの結婚が嫌なのか？）

　苦悩の呻きがラーシュの喉から絞り出される。

「どうしたんだ、ラーシュ。頭を抱えて……インクの瓶が倒れているが」

　シモンの声に気づいて下を見ると紙の上にじわりと黒いシミが広がっていた。

「わぁっ！　兄上、なんでもっと早く言わないのです」

「お前がひとりで唸っているんだろうが。何度も声をかけたのに」

　インクが残り少なかったのでたいした被害ではなさそうだ。ラーシュは布巾で零れたインクを拭う。

「大丈夫なのか、図面は」

「下書き図面の写しなので」

　建設予定施設の図面に修正を入れようと、下書きの写しを使用していたことが幸いした。チェチーリアのことで頭がいっぱいで、ラーシュ自身の作業も進んでいなかったので大きな被害は避けられた。ラーシュは汚れた図面を屑入れに捨てた。

「ラーシュ、さっきから様子がおかしいぞ」

「そんなことはありません」

「ボーっとしてインクをこぼすほど気になるか。一目見てチェチーリアに惚れたんだな」

　シモンが目を細め嬉しそうに微笑む。

「あ、兄上！　いや、俺は」

「何年お前の兄をやっていると思うんだ。見ていればわかる。あれは美しい」

　まさかシモンはチェチーリアに興味を持ったのだろうか。ジェンマがいるというのに。

「……兄上にはやらんぞ」

「言っておくがチェチーリアはまだ正式にはお前のものではないぞ。それに俺は国王だからなんでもできてしまうんだ」

「くっ……兄上！」

「冗談だ。俺はジェンマ以外の女にはまったく興味がない」

　タチの悪い冗談を言い、シモンはラーシュの反応を見て楽しんでいるように見える。ラーシュはそれがわかり口を尖らせた。このようなやり取りをするのは幼い頃から変わらない。

「ふかふかの癖毛を膨らませて怒ることはないだろう。可愛い弟よ。で？　本当のところはチェチーリアをどう思っているんだ」

　ひとつに括った長い髪を弄びながら、シモンはラーシュのそばにきて肩をポンと叩いた。

「本当のところはどう思っているか、ということに関してですが」

　ラーシュは気持ちを整理しながら口に出してみた。こんな気持ちになることは初めてなのだ。

「ラーシュ、仕事の報告ではないのだから硬くならなくてもいい。それで？　チェチーリアのことをどう思う」

「わ、悪いとは思いませんが」

「素直じゃないなぁ。可愛いと思ったのだろう？」

　どう答えればいいのかとじっと考えたラーシュだが、チェチーリアの姿を思い浮かべると頬が自然と綻ぶ。

「初めて見たとき、こう、目の前に火花が飛びました。俺は犬や猫が大好きで可愛いと思う。それと似ているけれど、違うんです。なんて言ったらいいのかわからない……あの黒髪を撫でたい、海に似た青い瞳に吸い込まれて溺れたいと思うけれど、そんなことを伝えたらチェチーリアに気持ち悪がられてしまわないかと」

　ラーシュの震える拳をシモンがそっと握る。

「落ち着け、ラーシュ。気持ち悪いぞ」

　シモンが満面の笑みで言う。

「やっぱり！　兄上だってそう思うんだろう……やっぱり……俺は気持ち悪いんだ……」

（ドレスの中身を見たいと言わなくてよかった）

「ああでも、俺もジェンマに気持ち悪いと言われているから平気だよ。むしろ俺がジェンマに気持ち悪い愛の言葉を伝えないときは、腹でも壊したのかと心配されるほどだ」

　それもどうかと思うのだが。やはり兄弟、血は争えないのか。

「しかしラーシュ。チェチーリアは犬や猫ではないのだからな。気持ち悪いと思われても、きちんと言葉や態度で伝えなければだめだと思うぞ」

　シモンは実績に基づく助言を弟にしたことで感慨深い様子だったが、できれば気持ち悪い感じではなく伝えていきたいラーシュだった。

「悩むことはないさ、ラーシュ。婚儀が終われば寝室だって一緒になるのだから、そう緊張しな……」

　ラーシュが急に立ち上がったので大きな音を立てて椅子が倒れた。

「どうした、ラーシュ」

「いやいやいや!!　だめだ、緊張して眠れるわけがない！　仕事にも支障をきたす！　マウリッツ、マウリッツはいるか」

「ラーシュ？」

　鼻息の荒いラーシュの声を聞きつけてマウリッツが姿を現した。

「ラーシュ様、どうなさいました？」

「結婚しても、俺とチェチーリアの寝室を別々にしてくれ」

「ほ？　よろしいのでございますか？」

「結婚したからといってすぐに一緒の寝室にしなくてもいいと思う。その、お互いの生活習慣が違うだろう？　彼女だって環境の変化で慣れないだろうし。心の準備というか、とにかく寝室は別にしてくれ」

「ラーシュ、おい、お前……」

　シモンは呆れ、マウリッツが大きな体を震わせて不思議がる。

「いや、俺はほら、仕事に夢中になると時間を忘れ没頭してしまうし、寝相も悪い。彼女もよく眠れないかもしれないから。健康にも良くないだろう？　だからしばらくの間寝室は別がいいと思うんだ」

　あれこれと理由を並べるラーシュに対してさらに理由を聞くことはせず、マウリッツは「承知いたしました。別に手配いたします」とドアへ向かった。その背中をラーシュは「ちょっと待て」と一度止める。

「別々にするといっても、遠くにやらなくてもいい。彼女の部屋は、俺の隣でいいぞ。空いていたはずだろう。それに向かいも空き部屋だ。すぐに用意ができないのなら、隣の隣とかでも。遠くにやらなくてもいい」

　あたふたと、顔を赤くして説明するラーシュに向かって「ご用意いたしますので、ご安心ください」と言い立ち去ったマウリッツ。少し笑いを堪えていたようにも見えたが、気のせいだろうか。様子を見ていたシモンはため息をついた。

「まったく……ラーシュ、初夜はどうするつもりなんだ」

　驚いたラーシュの反応を見て「当たり前だろう」とシモンは言う。

（初夜……当然のことか）

　寝室は別にしたとしても、初夜となれば話は違う。それくらいはラーシュも心得ているつもりだ。夜を共にすることが嫌なのではない。チェチーリアに対して暴走しそうで怖いだけなのだ。

　狼狽えるラーシュに、シモンが苦笑する。

「情けない。そんな小細工をしていないで、ちゃんと伝えなさい。ラーシュ」

「つ、伝えると言ったって……」

　シモンはジェンマにいつも、愛している、美しいなど気持ちを素直に伝えている。

「気持ち悪くても、あのとき伝えておけばよかったと後悔するよりは、マシだ」

　羨ましいと思った。兄は実に自由で、器用になんでもこなす。自分は昔から人間的に不器用だ。手先はシモンより器用なのに。

「俺は、兄上のようになれるか」

　嫉妬ではなく、尊敬だ。シモンはラーシュの癖毛をポンポンと撫でる。

「ラーシュはそのままで最高に素敵な男ではないか。俺のようになる必要はないよ。俺がふたりもいたら国が滅びるんじゃないか？」

「そんな、俺は兄上を尊敬しています。兄上は素晴らしい国王だ」

「ラーシュ、俺だけふたりいたのではだめだということだ。お前という存在がいなかったら国は滅びるよ」

　シモンは笑ったが、すぐ表情を引き締め穏やかな眼差しでラーシュを見つめた。

「きちんと気持ちを伝えろ。そして、幸せになりなさい」

　優しいシモンの笑顔は、いまは亡き父にも母にも似ている。

「お前が自分からなにか欲しいと言ったことは、これが初めてだな。ラーシュ」

　そうなのだろうか。自分ではわからなくてもシモンにはそう見えるのだ。

　ラーシュは現在リルヴィエ王国の王位継承権第二位ではあるが、自分にそんな権利など不要だと思っていた。シモンは若く健康で頭脳明晰、文武両道、幼い頃から非の打ち所がなく誰もが認める国王だ。いなくてはならない存在で、シモンに万が一のことがあっても自分に代わりなどできない。何事についても、ラーシュはシモンの補佐に徹してきた。

　ラーシュは嫌だと思ったことも、疎ましく思ったこともない。その態度がなにかを我慢しているとシモンが感じたのだとしたら、否定をしないといけない。我慢ではなく、なにも欲しいと思わなかったのだ。

　王位をめぐり争う者は多い。しかしラーシュはそのような欲がないために、兄弟で政権争いをするなどと露程も思わない。父が病に倒れたとき、ラーシュを国王にとシモン失脚を目論む者たちがいたが、全員王宮から追い払った。ああいう輩を残しておいてはシモンの行く手を阻む要因になる。大好きな兄を守るためだった。

　そこでふと、自分がシモンを慕うのと同じようにチェチーリアも姉ファビオラを思っているのだとしたら、縁談の身代わりになることもあるかもしれないと思った。そう考えると胸が痛む。

　再び押し黙るラーシュに気を遣ったのか、少し休むと言いシモンは部屋を出ていった。

　ラーシュは机に戻り、図面の線をペンで追った。追ってはため息をつき、ペン先のインクが乾くので何度もインク瓶にペンを突っ込んだ。

　だめだ、進まない。今日はもう集中できないかもしれない。

　きちんと伝えるには、いったいどうすればいいのだ。シモンのように、呼吸するように甘い言葉をかけるなんて到底できるわけがない。

　そういえば、先日読んだ物語の中で愛の告白をする登場人物がいた。ラーシュはその本をどこへやったかと本棚から探り当て、目当てのページを辿ってみた。男が好きな女に告白をするシーンだ。ラーシュは部屋にある花瓶をチェチーリアに見立て、文章を口に出してみた。

「……チェチーリア、きみを初めて見たときから心に、瞳に、きみが住む。きみのことが可愛くて仕方がない。この想いをどうかわかってほしい。その愛らしい唇に、く、口づけし、美しい髪に触れて眠りたい……きみを……あ……愛して……」

（だめだ。死にそうになる）

　荒い呼吸をしながら机に手をつく。シモンはジェンマに愛を囁くとき息が乱れるなどしないのに。自分たちは兄弟なのにどうしてこうも違うのか。

「それに、姉のほうに恋文を送っていた手前、きみに一目惚れをしてしまったなんて言えるわけがない……」

　素直になれない一番の原因はそれなのである。

　王家に生まれた二番目の王子として立場も理解して生きてきた。結婚することになっても政略結婚であることは避けられず、相手など誰でもよかった。それなのに、まさかこんな風に心乱されることになろうとは思ってもみなかった。会ったばかりだというのに、チェチーリアのことが頭から離れない。

　再び頭を抱えて唸るラーシュだった。










　婚儀当日となった。

　チェチーリアはオルガを中心とした大勢の侍女たちに囲まれ、全身を飾り立てられていた。

　梳くしけずられ艶めく黒髪。白い花を集めて作られた髪飾りが揺れている。花嫁のために今朝作られたもので、結婚式が終われば髪飾りは役目を終える。少し勿体ないなと思ったが、生花は花嫁だけが身に着けることが許されるものなので、一日限定の贅沢に感謝した。

　肝心のドレスはというと、チェチーリアの長身を活かし、ドレスの膝あたりから大きくひだを取るデザインのレースが華やかさを出し、上半身は女性らしい柔らかな体の曲線を魅せるように仕立てられた。金糸が入った布地は光の加減で白にも金にも見える。胸元は上品にレースで包まれており、腕も手首までレースが肌を飾った。トレーンも長く煌めいて、これから歩むチェチーリアの人生に降る光のようで、王族の結婚式に相応しい立派なものだった。

　ジェンマは自分のときは腰から大きく広がるドレスだったそうで、体形に沿うようなドレスはまた違った魅力があると興味津々だった。ジェンマは華やかな美女なので大きく広がるドレスであればどれほど似合ったことか。

　リルヴィエ王国へ来るときに通った広場の一画にある王族用の屋敷に、ラーシュとチェチーリアと、シモンとジェンマが入っていた。側近たちも一緒である。

　チェチーリアが控室の鏡台の前で、着付けや髪型の乱れがないかと最終確認をしていると、ドアがノックされる。

「ラーシュ殿下がいらっしゃいます」

　静かに入ってきたラーシュの姿に目を瞠るチェチーリアは、ドキリと胸を高鳴らせた。癖毛の金髪が美しく映える濃い青の服に白いズボンがよく似合っており、チェチーリアは思わず頬を押さえてうっとりと息を吐いた。

（……ラーシュ様、ますます素敵）

「準備、できたのか」

「は、はいっ！」

　チェチーリアはブーケを持って立ち上がると、ラーシュのもとへ駆け寄った。

「は、走らなくていい。危ない」

　差し伸べられた手を「ありがとうございます」と言って取ると、ラーシュからふわりといい香りがした。

「ドレス、金色が入っているのでラーシュ様の髪の色に合わせたみたいで、嬉しいです」

「そうか。いいんじゃないか。……似合っている」

　ラーシュにそう言ってもらうと、あれこれ悩んで決めた甲斐もあったと嬉しくなった。

「この青も、きみの瞳に合わせたように見えなくもない」

「そうなのですか？　まぁ」

　チェチーリアを喜ばせようと、苦手なお世辞を一生懸命言ってくれているのだということはわかる。瞳の色と同じだなどとても嬉しい言葉だった。

「……デザインは任せてしまってよくわからないのだが、生地の色は俺が選んだから。まだ会う前だったわけで、きみの瞳の色は知らなかった。こんな偶然があるのだな」

　不思議そうに目を細めたラーシュ。けれどすぐ眉間に皺を寄せ、目を合わそうとしてくれない。耳が真っ赤になっており苛立っている様子だ。

（やっぱり……なんだか不機嫌なのだわ、ラーシュ様）

　チェチーリアの視線に気づいて咳払いをしたラーシュは、チェチーリアの手をぐっと握った。

「すまん、緊張しているだけだ。兄上と違い人前に出ることは苦手で」

　いろいろと誤魔化していることがわかる。まだきっと、花嫁が姉から妹に変わったことを心のどこかで迷っているか、怒っているか、どちらかだ。時間が解決してくれるといいのだが。

（どうあっても、わたしが真心で接していかないとだめなのだわ）

　チェチーリアはきゅっと唇を引き結ぶ。ラーシュを慕う気持ちがあるのだから素直になりたかった。

「わたしも、緊張しています」

「もう広場には大勢の民衆が集まっているから」

　転んだり、ブーケを落としたり、とにかく粗相をしないようにしなければ。隣国から嫁いできた花嫁がどんな人物なのか、大勢の人たちが見るのだから。

　王弟の妻の座。しかもラーシュは魅力的な人だ。祝福だけではないことも想像に難くない。しかし、どう見られても自分らしく精一杯がんばるだけだ。

（これから、たくさん苦労はあるだろうけれど、ラーシュ様を慕う気持ちは誰にも負けないわ）

　チェチーリアはきゅっと手を握りしめる。

　自国を出たからには、自分の目でいろんなものを見て、触れて、勉強したい。なによりも、ラーシュとの出会いを大事にしたい。ファビオラの代わりに嫁ぐと決めたことが、ラーシュの妻として役立ちたいという気持ちに繋がった。真っ直ぐ前を見て進みたい。

　自分で選んだ道だ。ラーシュへの恋心は、チェチーリアが動く原動力にもなる。

（ドレスのトレーンが煌めくように、ふたりの道も光あふれますように）

　言葉多く語ることはできないが、チェチーリアはきちんと自分の気持ちを伝えたかった。レースの手袋に包まれた指先が、視線が、全部ラーシュを向いていると。

「あの、ラーシュ様。わたし、ラーシュ様との結婚をとても幸せに思っています」

　言わなければ伝わらない。チェチーリアの中で静かに育つ思いは着実に大きくなる。

「……そうか」

　ラーシュの言葉はそれだけだったが、ふわりとした微笑みはチェチーリアを包む。

「行こう」

　チェチーリアは差し出されたラーシュの手を取った。

（今日、わたしはラーシュ様の妻になる）

　思いを胸に染みわたらせるように、指先に力を込めた。ラーシュの指をぬくめるように。

　手を引かれ、バルコニーに出たチェチーリア。眼下に広がる光景に目がくらむ。

「ラーシュ殿下万歳！　チェチーリア妃殿下万歳！」

　歓声が響く広場は、花弁が舞い、たくさんの人で埋め尽くされていた。

「こんなに人が……」

　チェチーリアは圧倒される。

「きみのことを一目見たいのだろう。こんな風に皆に祝福されるのは光栄だな」

「ラーシュ様のお姿も待ちに待っていたのでしょうね」

「大勢の前に出るのは苦手なんだが……」

　バルコニーからの光景を、ラーシュはなにを思って見ているのだろうか。太陽の光を吸い込んだような彼の瞳は美しく輝いていて、その横顔を見ているとチェチーリアの耳から歓声が遠のく。

　チェチーリアのことを、少しでも心に留めてくれるだろうか。

（昨日よりも今日のほうが、ラーシュ様を好きだと思うの）

　ラーシュも、同じように思ってくれるだろうか。

　視線に気づき、ラーシュはチェチーリアを見つめた。ラーシュはそっと組んだ腕を解いて、チェチーリアの頬に手を添える。親指が、頬を少しなぞった。

　ぎこちなさに、緊張が伝わってくる。チェチーリアが目を閉じると、唇にそっと自分と別の熱が当てられる。柔らかくて、吐息が混ざる。

　わっと歓声が大きくなった。

　チェチーリアは初めてのキスを、ラーシュと交わした。甘い目眩が襲い、頭の中が真っ白になった。

　唇が離れていくことに切なさを感じ、チェチーリアは目を開ける。目の前数センチのところにラーシュの茶色の瞳があり、じっとチェチーリアを見ていた。

「初めてだから下手くそで、ごめん」

　小声で言いはにかんだラーシュ。言葉を返そうとすると、ラーシュは前に向き直ってしまう。

　そっけない態度ではあったが、ラーシュを誰よりも愛おしいと感じたことは、一生忘れないだろうと思う。

　チェチーリアの唇には、ラーシュのぬくもりがいつまでも残っていた。

　滞りなく婚儀が終わると、王宮に戻り有力貴族や親族との晩餐会。また違った雰囲気で緊張し通しのチェチーリアは、シモンとジェンマに助けられながらなんとかこなすことができた。

　今日の主役はもちろんラーシュとチェチーリア。しかし隣でラーシュは時々ため息をついていた。にこやかに貴族たちと交流するシモンと正反対の性格であり、こういう場が苦手だと言うので心配で見ていると目が合った。

「チェチーリア、大丈夫か。疲れてはいないか？」

　こっそり声をかけてきたラーシュ。グラスの葡萄酒をぐっと飲んで「おかわりを」と給仕に手を挙げている。ラーシュの気遣う心が嬉しかった。

「大丈夫です。ラーシュ様も毎日のお仕事がお忙しいのに、よけいに疲れてしまいますね」

「いや。これも仕事のうちだから」

　気遣う優しさも仕事のうちなのだろうか。そんな風に思ってしまう自分が嫌だ。

　彼の言葉の真意はわからないが、なぜかふっと心が震えた。この正体はきっと、寂しさだ。チェチーリアは、ふたりの結婚を祝う会場の雰囲気がまるで作り物に感じ、自分が姉の代わりに来た花嫁であることを自覚しなければいけないと思った。

（浮かれちゃいけないのね）

　ラーシュの隣にこうしていられるのは、自分にとって嬉しいことなのに。目の前にある葡萄酒をぐっとあおって、喉の渇きを満たす。

「ラーシュ様は、わたしが妻になるのは……その、お嫌なのかもしれません。でも」

「い、嫌だとは言っていない！」

　ラーシュは赤い顔で否定する。不要なことを言って怒らせてしまったのだろうかと思ったとき、ラーシュがテーブルの下でチェチーリアの手を握ってきた。

「ラ、ラーシュ様……」

　驚いたチェチーリアは体を硬くする。

「そんなに無理をしなくていい。ゆっくり、ここに慣れてくれればいいのだから……無理をするな。泣かれるのは苦手だ」

「はい」

　勝手に思い込んで暗くなるのはよくない。ラーシュも戸惑っているのか彼の手が少し震えているのを感じた。心配をかけないようにしなければ。

「ごめんなさい。わたし、がんばります。ラーシュ様とリルヴィエ、そしてケルベザに恥じぬよう」

「わかったから……国や俺のこともいいが、自分のことも大事にしないといけない」

　ラーシュが微笑みをくれた。強張るチェチーリアは彼の笑顔を見ているだけで肩の力が抜けるようだった。

「そうだ。あとでマウリッツからも聞くと思うが、寝室はしばらく別々にしようと思っている。俺の部屋の近くに準備してもらうから」

「え？　一緒ではないのですか？」

　ラーシュの申し出が予想外のことだったので驚く。いまチェチーリアがいる部屋は仮の住まい。式を挙げたら次の日から王族が住む階層へ移動し、ラーシュと一緒になるのだと思っていた。

　結婚したあとも別々で眠ることになるなんて想像していなかった。

「いや、その、俺は多忙な時期は時間を忘れて仕事をしてしまうし、真夜中に部屋に戻り眠っているきみを起こすのは忍びない。お互いに安眠の妨げになるのはよくないと思うんだが」

　なるほど。ラーシュの言うこともわかる。ずっと別々だと言っているのではないから、仕方がない。

「そうですか……わたしは一緒でも平気ですけれど」

「平気？　きみは俺と一緒が平気なのか？」

　ラーシュは驚いている。なにかおかしなことを言っただろうか。

「えと……そうですね。平気、です。わたしはラーシュ様の妻なので」

　チェチーリアをじっと見たままラーシュが動かなくなってしまったので「ラーシュ様？」と声をかけると、彼はぱっと目を反らした。

「そ、そうだが……俺も、心の準備というものがある。急ぐ必要はない。本当に、ゆっくりでいいから」

　夫婦ならば一緒の寝室になるとは思っていたが、ラーシュも急にふたりの寝室にされては気持ちがついていかないのだろう。チェチーリアはそう思うことにした。

「たしかに、そうですね。ラーシュ様が気兼ねして自由な時間を過ごせないのもよくありません。わかりました。おっしゃるとおりにいたします」

　チェチーリアが同意すると、ラーシュははまだなにかを言いたそうにしている。

「しかし、今夜は……きみのところに、行くから」

　チェチーリアはハッとした。忘れていたわけではないが、自分にとって大事な夜だということを思い出した。

　途端にソワソワと心が騒ぐ。

「は、はい」

　テーブルの花瓶には、まるで微笑んでいるように美しく咲く花が活けてある。チェチーリアは花を照らすように揺らめく燭台の炎を見つめた。楽しそうな笑い声が耳に届き、そちらへ視線を移せば、葡萄酒に酔って頬を染める人々がいる。豪奢な装いの室内が霞んだように目に映り、まるで夢を見ているようだった。

　ラーシュの手のぬくもりだけが現実のように感じた。

　しばらくするとシモンが側近たちに合図をし、ジェンマと共に会場を出るようだ。国王の退室を見送るためラーシュとチェチーリアも席を立つ。宴もお開きかと思われた。そのとき、青年が数人ラーシュのもとに集まった。

「ラーシュ殿下、このあと我々と一緒にサロンへどうかな？」

　貴族子息でラーシュの学友たちだ。皆が祝いの酒に酔いしれ笑顔があふれていた。

「いや、俺はこれで……きみたち、飲み過ぎだろう」

　友人たちの様子に、ラーシュは呆れて苦笑しつつも、やはり懐かしいのか嬉しそうだった。

「めでたくて嬉しい夜だというのに、飲まないでいられますか」

「そうだ。あとちょっとだけ一緒に飲みましょう。この先いくらでもふたりで過ごす時間があるでしょう」

　そうだ、そうだと顔を見合わせて彼らはラーシュを誘う。

（懐かしいのでしょう。シモン様が国王就任後はラーシュ様も多忙になり、交流も以前のようにはいかないのだろうし）

　もう彼らはラーシュを離す気はないらしい。チェチーリアは快く行ってもらうために笑顔で頷いた。

「ラーシュ様がよいのでしたら」

　無下に断るわけにもいかず、ラーシュは肩を組んでくる友人たちに「少しだけだぞ」と念押しをしている。

「チェチーリア、すまない」

　ラーシュは、強引に連れていかれてしまった。チェチーリアは苦笑しながら手を振る。

　真面目な性格のラーシュのことだ。言ったとおりにあとで部屋に来てくれるのだろう。

（積もる話もあるだろうし。わたしは部屋に戻るとしましょう）

　チェチーリアはオルガを伴って、会場を出て自室に戻った。

　花嫁の装いを解いて、チェリーチアは湯を張ったバスダブに体をゆっくりと沈めた。ラーシュとの誓いのキスを思い出し、チェチーリアの唇は仄かな熱を持つ。

　体に膜のように張りついた、婚儀や宴の熱気を湯浴みで洗い落とすと、新しい寝間着を纏う。髪を梳かし、首筋に少しだけ香油をつけた。

　いつかこんな日が来ると思っていた。誰かと心だけでなく体も繋がること。愛する人に、体全部で愛されること。

（ラーシュ様が、その人なの）

　チェチーリアは緊張とときめきで高鳴る胸を押さえ、深呼吸した。寝室に揺らめく燭台の灯りが、震えるチェチーリアの心を表しているようだった。

（ベッドで待つのがいいのかしら。それともソファにいればいいのかしら？　落ち着かないわ）

　ソワソワと何度もベッドとドアを行き来する。どれくらいの時間でラーシュがここへ来るのかはわからないが、いつでもいいようにしておかなければならない。

（どう迎えたらいいのかしら。お待ちしていました、とか？　ラーシュ様はどんな顔をしていらっしゃるのかしら）

　練習をしておかないと不安なので、あれこれ想定し、そんな自分が滑稽で思わず笑ってしまう。

　チェチーリアはベッドに腰かけ、本を読むことにした。しかしドアの向こうが気になり、なんとなくページをめくるだけになった。燭台の蝋燭がじりじりと減っていく。疲労から、うつらうつらとしながらラーシュを待った。何度か意識を失い、そして目を擦る。声が聞こえた気がしてドアのほうを見るけれど、誰もいない。睡魔のせいで夢と現実を行き来している感覚だった。

　ラーシュは、来ない。気がつけば窓の外が白み始めていた。

「ラーシュ様……」

　友人たちから逃れられなかったのだろうか。それともチェチーリアのところへ来るのが面倒になってしまったのだろうか。

　ひとりで盛り上がり、胸を騒がせていたことがバカらしい。

　チェチーリアはため息をつく。そういえば、自分は政略結婚の花嫁だ。忘れてはいけない。ラーシュへの思いが重なり過ぎて、過剰に期待をしたのだ。

　所詮は、お飾りの花嫁。

　真新しい寝間着は、ラーシュに触れられなかったチェチーリアの清い体を、ただ包むだけだった。










　結婚式から三日目。いまだ王宮内は祝福ムードで、国交ある国からは祝福の言葉が届き、シモンとラーシュは来客と食事をするなど対応に忙しく、チェチーリアはジェンマと一緒に婦人たちの相手。ラーシュとチェチーリアはふたりでゆっくりと過ごす時間をなかなか持てなかった。

　結婚式の夜、ラーシュはチェチーリアのもとへ行くつもりでいたのだ。しかし、祝い足りない酒好きの友人貴族たちに連れていかれ、しこたま酒を飲まされた。

　気づけばサロンのソファで眠ってしまいマウリッツに起こされる始末。妻を娶った初日の朝に、妻の顔ではなくマウリッツの仏頂面を見るなど、不覚である。

　さすがに早朝チェチーリアの部屋を訪ねるなどできるわけもなく、ラーシュは自分の最低さに頭を抱えた。

（初夜なのに、チェチーリアを放置してしまった）

　申し訳なさでいっぱいで、合わせる顔がない。きちんと謝罪もできていない。

　一番自然にチェチーリアに触れることのできる機会だったのに。機会を逃すと誘いにくくなる。

　ラーシュは本日も、貴族たちが飽くことなく繰り広げる宴に顔を出し、お開きになってから自室で火照る顔を布で冷やしていた。

「可愛かったなぁ」

　チェチーリアの花嫁姿を思い出し、呟く。ずっとこの調子だ。

　白いドレスがよく似合っていた。黒髪からのぞく耳やうなじにドキドキし、自分を見て微笑む青い瞳が目眩を誘った。どこをどう歩き、なにをしたのかまったく覚えておらず、チェチーリアをきちんとエスコートできたか定かではない。

　誓いのキスだけは、しっかり覚えている。唇は温かく柔らかで、頬を染めたチェチーリアは可愛らしかった。チェチーリア以外のことなどどうでもよかった。

（俺はこんなに自己中心的になる男だったのか……）

　チェチーリアのこととなると冷静さを失うらしい。これだけは自覚していないといけない。

　宴の最中は葡萄酒の酔いに任せて隣に座るチェチーリアの手をずっと握っていた。嫌われたらどうしよう。本当は嫌で仕方がなく体を硬くし耐えていたのではないだろうか。

（それにしても、チェチーリアはもっと自分自身のために振る舞っていいと思うのだが）

　ラーシュと同じく王家に生まれ、上に兄姉がおり王位継承権第二位という境遇が似ているからよけいに彼女の思い詰めた様子が気になる。気になって仕方がない。いまはインクのボトルを倒すだけで済んでいるのかもしれないが、そのうち階段を踏み外して怪我をしてしまいそうだ。気をつけなければ。

　ラーシュは氷水が入ったボウルにまた布を浸し、絞って顔に当てた。ひんやりして気持ちがいい。

　チェチーリアは俺と眠るのが平気だと言っていた。

　ラーシュ様の妻なので。妻なので。妻なので。チェチーリアの言葉が頭の中に響く。

（可愛い顔をして……破壊力のある言葉だ）

　あの場で呼吸が止まるかと思った。

　チェチーリアは自分で決めて嫁いできたというが、少し元気がない気がする。なにかを思い詰めているのであれば、解消してやりたいところだ。

　そういえば、縁談承諾後に手紙を送り、チェチーリアから返事がいくつか来ていたはずだ。ラーシュは、机の引き出しに入れていたチェチーリアからの手紙を取る。たしかに開封し中をあらためたはずだが、内容を忘れてしまうほど、当初はこの結婚とチェチーリアに興味がなかった。











ラーシュ様

お手紙ありがとうございました。とても嬉しいです。

わたしもラーシュ様にお会いできることを楽しみにしております。

ケルベザ王宮の庭園ではいま薔薇の花が見頃です。そちらも咲いていることでしょう。

来年はラーシュ様と見られると思うと心が躍ります。

チェチーリア












「くっ……」

　夜中に読んではいけなかった。眠れなくなるではないか。どうしていま手紙のことを思い出したのだ。

　本来なら上等な紅茶を煎れ、ジャムの乗ったクッキーと、チョコレートをつまみながら読むところだ。できれば隣にチェチーリアがいてほしい。

（いや、それだと緊張して落ち着いて読めないか）

　自分はどんな手紙を書いていただろうか。ラーシュは記憶を辿る。以前ファビオラに対しては、会えるのを楽しみにしていること、リルヴィエ王国の素晴らしい点などを取り上げた。チェチーリアにも同じように書いていたと思う。当たり障りなく、さして熱量も込めなかったが、もしいま書くとしたら違うだろう。チェチーリアに恋をしているのだから適当なことなど書けない。

　そこでラーシュはふと思い立つ。

（……チェチーリアに、手紙を書こうか）

　もちろん本当は昼夜問わず一緒に過ごしたいのだが、自身の中の暴れる野獣がどうなるかわからないし、チェチーリアは受け止めきれないだろう。チェチーリアを悲しませるような状況はできるだけ避けたいし、嫌われるのもごめんだ。それならば少し距離を置いたほうがいいと思いしばらく別室で過ごすことを提案し、彼女も同意した。

　結婚式以降、連日忙しくふたりで過ごす時間がなかなかない。笑顔を絶やさないでいるチェチーリアだが、ふとした瞬間見せる疲労の様子は不憫に思う。深夜であるので今頃チェチーリアは休んでいるはずだ。

　王宮に暮らしているのだから、これからは食事の時間やティータイムで話す機会は増えるだろう。夫婦なのだから段々と気持ちを伝えていければいいと思っている。しかしいまはまだ、素直にチェチーリアへの思いを口に出せない。手紙に思いを綴るのは我ながら良いアイディアだと思う。ラーシュはさっそくレターセットを取り出し、インクをこぼさないように注意しながら「チェチーリアへ」と書き出した。

　なんとも不思議だ。文字ならば思っていることをすらすらと書ける。リルヴィエ王国に来てくれて嬉しいだとか、幸せに思っていること。一番案じているのはきみの健康だ、など。

　回りくどいかもしれないが、最初の手紙だからいいのだ。焦りは禁物である。

　チェチーリアへいままで書いた手紙には心を込めていなかったので、もっとこちらの気持ちを理解してもらえるように、いつもよりも丁寧で綺麗な文字を書こうとした。

　蒸気船のことも書こう。建設現場は女性を誘うのに適していないとシモンに言われたが、自分が手掛ける仕事を見てもらいたい。

　こんな気持ちになるのは初めてであり、きっと誰でもいいわけではない。

「だって、チェチーリア、きみはもう俺の妻だから」

　独り言でフフフと笑うラーシュ。

（笑っている場合ではない）

　あまり長い手紙も嫌われそうなので便箋一枚がちょうどいいだろうと、書き上げた手紙を封筒に入れ、ラーシュはそれを持って部屋を出た。

　廊下に人影はない。使用人たちは、結婚式や晩餐会だけではなくその後もなお続く祝賀ムードの浮かれた雰囲気と忙しさで疲れ切っているだろう。連日開かれる宴に招待された貴族たちの中には、サロンへ移動しまだ酒を飲んでいる者もいるかもしれない。チェチーリアの部屋の前に立つと、ラーシュはドアノブに手をかけた。カチリと小さく音を立ててドアが開く。

（鍵をかけないで寝ているのか）

　誰かが入ってきたらどうするのだ。可愛いから連れ去られてしまうではないか。

（いや、落ち着け。いまそんなことはいい）

　ラーシュは静かに部屋に滑り込む。

　提案した通り、現在、ラーシュの部屋の向かいがチェチーリアの新しい部屋だ。

　まだ解かれていない荷が重なっている中、国から持ってきた香油だろうか、なんだかいい香りがする。間取りは一緒なので奥が寝室になっており、ラーシュは静かに先へ進んだ。寝室にもランプが吊されていて内部の様子がわかった。ベッドが盛り上がっているのが見え、そっと近づくとチェチーリアが眠っていた。柔らかな寝息で上下する胸、長い睫毛が美しい。ラーシュは顔の脇に流れる黒髪にそっと触れてみた。それだけで胸が高鳴る。

　もっと素直になることができれば、いつでも触れたいときに抱きしめられるのに。そう考えると胸が苦しくなる。

「いい夢を。チェチーリア……」

　枕元に手紙をそっと置く。明日の朝目覚めたら一番に気づいて、読んでくれますように。

「うう、ん」

（いま見つかったら驚かせてしまう。起きないうちに退散しよう）

　寝返りを打つチェチーリアに驚いたラーシュは、呼吸を止め細心の注意を払いながら、チェチーリアの部屋を出た。










　ここ数日ずっと、ラーシュの結婚を祝い足りない友人たちは「まだ早い時間だ」「あとでゆっくりふたりになればいい」などとラーシュを連れていく。「また明日」と言葉は交わすものの、チェチーリアは、初夜に放っておかれた心の傷もそのままに、ひとり部屋に戻るのだ。伴った侍女に装いを解いてもらうと、どっと疲れが出て眠ってしまう。昨夜も同じだった。

　翌朝、チェチーリアが鳥の囀りで目を覚ますと、枕元にある封筒に気づいた。

「なにかしら。誰か部屋に入ってきたの？」

　一瞬、恐怖を感じたのだが、そういえば王宮のこの階層にはシモン夫妻を中心に自分たちも含め使用人も限られた人物しか入れないようになっていると聞いたことを思い出した。部屋の内部を荒らされている形跡はなかったし、ドアまでの様子も特別変化はない。

（もしかしてわたし、またドアの鍵をかけないで寝てしまったのかしら）

　オルガに、いくら親族だけの部屋だとしても不用心だから施錠するようにと言われているのだが、チェチーリアはうっかりかけ忘れてしまうのだ。

（手紙、封筒になにも書かれていないわ）

　もしかしたら、眠っている間にチェチーリア宛の手紙をオルガが持ってきてくれたのかもしれない。眠い目をこすりながらソファに座り、手紙を開封し中をあらためる。











チェチーリアへ

きみがリルヴィエへ来てくれてとても嬉しく思うよ。感謝しています。

ゆっくりこの国に、王宮に慣れてください。

体調を崩さないか心配をしている。なにか困ったことがあれば遠慮なく言ってほしい。

この王宮の自慢はなんといっても庭園で、季節によって様々な種類の花が咲きます。

晴れた日には外でティータイムができます。サンルームも自慢です。

港に来る蒸気船も、建設中の建築物も見応えがあるからお勧め。

とにかく、健やかな時間を過ごしてほしいと、いつもきみのことを見守っています。












「見守って、います……」

　なんと心が温かくなる手紙だろうか。とても美しい文字で綴られた優しい言葉を読み返して、じんわりと涙が浮かんでくる。

　チェチーリアは差出人の名前を探した。なにか記載がないか手紙を裏返し、封筒の中を透かして見たが本文以外のことは書かれていなかった。手紙には差出人の名前がないのだ。

（わたしのことを、心優しいどなたかが見守っていてくださっているのね？）

　優しい誰かとは？　チェチーリアは手紙を読み返す。

（蒸気船、建設中の……）

　首を捻った。蒸気船や建設計画については、王宮の上層部なら誰でもわかることだ。まさか、とチェチーリアは美しい文字を指でなぞる。癖のないこの文字は、似ていないこともない。

（もしかして、ラーシュ様かしら？　いや、でも）

　美しい文字を書く者なら他にもいるだろう。ラーシュなわけがないと否定するのは、いまだ初夜のことがチェチーリアの心を重くしているからだ。

（あるはずがないわ。また過剰に期待をしてはだめ）

　ラーシュであるわけがなかった。他に、ごく身近に見守ってくれる誰かがいるのだと、チェチーリアは考えた。名前を書かないことが心遣いなのだと。

（シモン様かしら、それともジェンマ様？　でも彼らなら直接お話ししてくれそうな気がするわ……マウリッツかしら）

　まだ、そのあたりの人物しか親しくしていないので、他の側近か女官の誰かかもしれない。チェチーリアが知らないだけで。

（そうか。優しい人たちに囲まれて、わたしは幸せなのね）

　誰だろうかと詮索する裏で、心を救ってくれるなら誰でもいいと思う。わからなくていい。手紙を封筒に入れて、胸に抱いた。

　ラーシュは苦手意識からなのか結婚式の宴で「これも仕事だ」と言い、初夜なのにチェチーリアに会いに来なかった。結婚したばかりだというのにチェチーリアは寂しい気持ちでいっぱいだった。そこへ匿名の手紙が真心を届けてくれた。宝石やドレスにはできない思いの贈り物だ。塞いだ心が、すっと晴れていく。

（手紙のおかげで笑顔になれる）

　静かに、穏やかに、喜びが体に広がっていく。

　ラーシュにチェチーリアのことばかり考えてほしいわけではない。ラーシュには職務があるし、立場上受け入れた政略結婚なのだろうから、仕方がないのだ。

　こんな風に王宮内の誰かが気をかけてくれていると知ったなら、彼も安心するのではないか。だとしたら手紙のことをラーシュの耳に入れておかねばならない。

　よし、とチェチーリアは拳を握る。

（落ち込んでいる場合じゃないわ。手紙の主にも心配をかけてしまう）

　チェチーリアは身支度を済ませると、王族用ダイニングへ向かった。ドアを開けるとシモンとジェンマがいていつものように見つめ合っていた。一瞬、入室をためらうが声をかけることにする。

「シモン様、ジェンマ様、ごきげんよう」

「おや、チェチーリア。ごきげんよう。ラーシュはまだ起きてこないのかい？」

「こちらへいらっしゃると思って……まだお部屋なのかもしれませんね」

　キョロキョロするチェチーリアに、シモンが「ああ、そうか」と言う。

「きみたち、まだ寝室は別なんだっけ」

　新婚なのに、と言いたいのだろう。

「お部屋に行ってみたら？　チェチーリア」

　ジェンマの提案にシモンが頷いたので、チェチーリアはその場を失礼し、再び自室へ戻る廊下を急いだ。

（まだ眠っているのかしら）

　ラーシュの部屋はチェチーリアの部屋の向かい。「ラーシュ様、チェチーリアです」とノックをしたが返事がない。もしや行き違ったのだろうか。ドアノブに手をかけたら、鍵がかかっておらず、思わず開けて中に顔を入れる。

「ラーシュ様……？」

　初めてラーシュの部屋に入るのだが、どうやら自分の部屋と同じような間取りになっているようだ。ということは奥が寝室。テーブルの上に便箋が散らばっているのを横目に、チェチーリアは静かに奥の寝室へ向かう。すると、ベッドの上に両腕を広げ、足を投げ出し大の字で眠っているラーシュがいた。掛布は床に落ちている。

（昨晩も遅くまでおつきあいがあったのね）

　きっと氷水を貰ったのだろう、酔いを醒ましたと思われる布と水の入ったボウルがある。

（わたしが一緒だったら冷やして差し上げるのに）

　まわりに零れた水滴を拭き取り、ぐしゃぐしゃに丸めてある布を畳んだ。

（ラーシュ様は、ひとりになろうとしている気がする。わたしを遠ざけておきたいのだわ）

　それはやはり、チェチーリアのことを気に入っていないからなのだろう。そう思うと胸が締めつけられる。

　寝息を立てるラーシュの乱れた金髪に手を伸ばし、触れた。そのとき、瞼がゆっくりと開き長い睫毛に縁取られた茶色い瞳がチェチーリアを認める。

（起こしてしまった）

　焦って体を離そうとしたチェチーリアの腕をラーシュはそっと取った。

「あ……ご、ごめんなさい、勝手に入って」

「……リア」

「ラーシュさ、ま」

　腕を引かれラーシュの上に屈み込む体勢になったかと思うと、眠そうな顔が近づいてきて唇を塞ぐ。驚いたチェチーリアが小さく喘ぐと、すぐに離れた。

「ごめん……ええと」

（び、びっくりした。寝ぼけているのね）

　ラーシュは慌てて体を起こし、寝癖のついた金髪をわしゃわしゃと掻いた。

「いいえ……あの、朝食にいらっしゃらないから、お迎えにきたのです」

「そ、そうか。ごめん。寝坊した……昨夜も遅かったから」

　乱れた寝間着の前を掻き合わせため息をつき、眉間に皺を寄せるラーシュを見て、もしかして体調が悪いのかと心配になった。

「もしかして二日酔いですか？」

「いや、体調は大丈夫。どちらかというと睡眠不足だ」

　どちらにしても疲労が溜まっている。

「ラーシュ様、あまり無理をしないでください。朝食はお部屋で取ってはいかがですか？」

　チェチーリアがそう言うと、ラーシュは「そうだな」とため息をついた。

　オルガを呼び、ラーシュの食事を部屋に用意させた。食事はふたり分あったので自動的にチェチーリアも一緒に朝食を取ることになった。

「わたしはダイニングで食べようと思っていたのですが……」

「いいではないか。せっかく準備してくれたのだから」

　座るよう促され着席する。焼きたてのパンや果物などが並び、空腹だったのかラーシュは欠伸をしながらさっそくパンを囓っていた。

「きみがここで食事をしても俺はかまわないよ」

「ラーシュ様は、疲れていらっしゃると思って」

「少し寝坊しただけ、元気だ。それにもう今日からは来客予定もない。きみのほうが自覚のない疲労があるんじゃないか？」

「ご心配にはおよびません。元気です……あのね、ラーシュ様。嬉しいことがあったんですよ」

　チェチーリアはパンを千切る手を止め、懐に入れていた封筒を取り出した。

「わたしね、お手紙をいただいたのです」

「ああ……うん」

　テーブルに封筒を置くと、ラーシュも食事の手を止めた。

「ふ、うふふ」

　チェチーリアは喜びを伝えたくて仕方がなかった。気持ちの悪い笑い方をしてしまったとハッと口を押さえる。

「あの、誰かわからないのですが、わたしを気遣う手紙をくださったのです。リルヴィエに来てくれて嬉しい、きみを見守っていますと書いてあったの。どこかの誰かが」

（ラーシュ様も、手紙の主の遊び心を面白いと思ってくださるといいのだけれど）

　ラーシュは首を捻る。不思議そうに何度も瞬きをしていた。

「誰かわからないって、どういうことだ？」

「手紙にお名前が書いていなくて。誰からなのかわからないのです」

「えっ？」

「どうかしましたか？」

「あ、いや。手紙かぁ、へぇ。名前が、なるほど」

「そうなんです！　名前がなくて誰なのかわからないということが楽しいと思いませんか？　部屋に届いていたのできっと王宮内部の人でしょう。でもわたしたちの居住階に入ることができる人間は限られていると伺いました。だから怪しい人ではないと思うの。こんな手紙をくださるのは遊び心があって。心優しい人なのでしょうね」

　チェチーリアは封筒を抱きしめて、ほうとため息をついた。

「ラーシュ様に一番に伝えたくて。読んでみませんか？　綺麗な文字のお手紙なんですよ」

「へ、へぇ……いや、俺は読まなくていい」

（興味がないみたい。やはりラーシュ様ではないわ）

　確信を得たことで、なぜか不思議と楽しさが増す。それに、ラーシュに知ってもらえたことで共通の話題ができたと思うと嬉しい。

（手紙のおかげだわ）

　久しぶりに、自然に笑えた気がする。そうだ、自分は努めてラーシュの前では笑顔でいようと誓ったではないか。ラーシュの態度がそっけないからといって、前向きさを失くしてはいけない。

「正体探しをしたいわけではないから、わたしはこのままでいいのです。だからどうか、ラーシュ様も秘密にしてくださいね。手紙の主は、見守っていることだけ伝えてくれたのかもしれないので」

　内緒、と言ってチェチーリアは人差し指を立てた。ラーシュは黙ってチェチーリアの話を聞き、パンを齧っている。

「誰かが見守っていてくださる。わたし、それだけで元気になれます。それに、これでラーシュ様はわたしについてよけいな心配をしなくて済みます」

「よけいな心配……？」

「そうですよ。ラーシュ様はお仕事に集中できますし」

　ね、とチェチーリアが言うと、ラーシュは困った顔をした。

（わたし、変なことを言ったかしら）

「結婚式の夜のことを言っているのか？　あれは、その……本当に悪かった。友人たちが離してくれず酔い潰れてしまって」

　急になにを言い出すのか。チェチーリアはすぐさま否定した。うなだれるラーシュの様子は痛々しかった。

「あ、あの、違います。ご友人たちとのおつきあいはわかっていますから……」

　ラーシュは謝罪をしてくれたのだが、チェチーリアとしてはあの夜の寂しさを思い出してしまうので話題に触れたくなかった。

（来てくださらず寂しかったことは本心だけれど、別に嫌味を言っているわけではないのに）

「別にそのこととは関係ないのです」

　責めているわけでもない。ラーシュに勘違いをしてもらっては困る。

「そうか……」

　不穏な空気になりそうだったので、チェチーリアは努めて笑顔を向ける。ラーシュが一応の納得をした様子なので、チェチーリアは話を先に進めた。

「それでね、ラーシュ様、お返事を書いてもいいでしょうか？」

「あ、ああ。いいんじゃないか……」

「嬉しいと思っていることだけでもお伝えしたいの。どこに届ければいいのかわからないけれど、それを考えるのも楽しいかも」

（部屋のドアに挟んでおこうかしら。それとも廊下に置いておくとか）

　しかしそれでは手紙の主ではない誰かに拾われてしまうか。さて、どうしたものだろう。よく考えないといけない。

「そうだな……好きにするといい。ああ、ごめん、チェチーリア。急いでやらねばならない仕事を思い出したから、俺はもう行くよ」

「え、そうなのですか？」

　ラーシュは急に席を立つ。起き抜けでまだ着替えもしていないというのに、そのまま仕事へ向かうつもりなのだろうか。

（よほど急ぎのお仕事なのね。マウリッツにラーシュ様のお支度を頼むしかなさそう）

　パン屑のついた口元を拭い、慌てた様子でドアへ向かう。途中、先ほど見かけた便箋をかき集めて懐に仕舞い込んでいた。便箋ではなく仕事の書類なのかもしれない。

「きみはゆっくり食べていていい。なんならこのままここで過ごしていいし、書棚の本を自由に読んでいいぞ」

「まぁ、本当ですか？」

　ということは、一日書斎に籠もるつもりなのだろう。

「あ、て、手紙を書くならここにあるペンを使っていい。インクをこぼさないように気をつけて」

「わかりました。ラーシュ様、お仕事がんばってくださいね」

　身だしなみだけは気になったが、食事を取っていったのでとりあえずは心配ないだろう。

（ラーシュ様、あまり無理をしないでほしいわ。忙しいのはわかるけれど）

　ため息をつくと、チェチーリアは手紙の返事を考えながらひとり朝食を続けた。










「なにをやっているのだ。俺は」

　書斎の壁に頭を打ちつけると、クラリと目眩がした。

　歴代国王の書斎として長年使用されてきた部屋を、シモンがラーシュも利用できるよう改装させふたりの書斎となった。ここで長時間過ごしてしまうラーシュのためにクローゼットも備え付け、着替えも用意してある。ラーシュはそこで着替えをし、顔を洗った。

（今朝は無理矢理キスをしてしまった。寝ぼけていたとはいえ……）

　怒ってはいない様子だったが、チェチーリアを驚かせてしまった。顔を赤くし驚く様子は可愛らしく、ラーシュの胸をぎゅっと締めつける。しかし、胸を締めつけられている場合ではない。

（俺は……なんて重大なミスを犯したのだ。手紙に名前を書き忘れるなんて）

「俺はなんて！　バカなのだ！」

　疲労と酒のせいで名前を書くのを忘れてしまったのだろう。そしてあろうことかチェチーリアは知らない誰かの心遣いだと思っている。ラーシュだとわかる情報は書いていないことと、遠回しの内容がよけいにそう思わせたのかもしれない。今更、恥ずかしくて自分だと申し出ることができない。手紙と同じだと気づかれるので、部屋にあった便箋はかき集めてここへ持ってきた。

（しかし、チェチーリアはとても明るく笑っていた）

　思い出すと心が温かくなる。「わたしを案じる誰か」からの手紙だと信じて、返事を書きたいと頬を上気させていた。

（俺の心配が減るなんて思われるのは心外だ。俺はいつだってチェチーリアを想っているのに）

　きちんと伝えない自分が悪いのだが。

（初夜のすっぽかしについては一応謝罪をしたが、嫌われてはいないだろうか）

　時を戻せたらいいのにと心から思う。

　だが、しかし。これは、どうしたらいいのだ。

　書斎にシモンはまだ来ていなかった。急ぎの仕事があるなど嘘で、ラーシュはチェチーリアから逃げてきただけだ。自分は失敗をしたのだが、チェチーリアが返事を書くと嬉しそうにしていたことが幸いだ。

（そうだ。どうやって返事を届けようか悩んでいた。名前を書き忘れた俺が悪いのだが）

　チェチーリアはまだラーシュの部屋にいるかもしれない。ラーシュは手早く短い手紙を書いた。マウリッツを呼び、チェチーリアの部屋のドアに手紙を挟み込むことを頼んだ。

　机の引き出しからペンケースを取り出す。子供の頃父が土産にくれたもので、木彫りでカメリアの装飾が施されている。留め金もついているし、秘密のやり取りをするには大きさもちょうどいい。

　ラーシュは部屋を出ると庭園へ走り、翼を広げた白鳥の噴水の前に立つ。翼の付け根にペンケースを紐で結わえた。翼が傘の役目をし雨の日でも濡れることを防いでくれるだろう。

（これでいい。チェチーリアは手紙の返事をここへ入れるだろう）

　そのように、手紙に書いたから。

　彼女が嬉しそうだから、自分はこれから「チェチーリアを案じる誰か」になろう。笑顔でいてくれるなら正体を隠すことにしよう。

　そして、いつかきちんと自分の気持ちを伝えるのだ。

















第三章　不器用な伝え方













チェチーリアへ

困ったことがあったら遠慮なくと書いたにもかかわらず、きみがわたしに伝える術がないですね。

庭園に、翼を広げた白鳥の噴水があるでしょう。そこに入れ物を用意します。

誰にも見つからないようにやり取りをしましょうね。









〇月〇日

優しい誰かさんへ

お手紙をありがとうございます。

とても驚きましたが、あなたの優しさが嬉しいです。

お名前がないので、正体を知られたくないのでしょうね？

深く詮索しないようにします。そのほうがあなたに都合がいいならば。

それに、わたしも楽しい気持ちになります。

指示通り、噴水にあるペンケースに手紙を入れておきますね。

なんだか秘密のやり取りはワクワクしますね。わたし、子供みたいでしょうか。

わたしは元気。皆さんよくしてくれます。

あなたが願ってくれるように、わたしも自分のことを考えるようにします。

ラーシュ様の妻としてリルヴィエ王国で暮らす日々が、幸せで、平和でありますように。

チェチーリア









〇月〇日

チェチーリアへ

お返事をありがとう。こうして手紙を書くこと、迷惑でなければいいのですが。

わたしは王宮内で働いています。

しかし正体はどうか秘密にさせてください。

きみが笑顔で過ごす手助けができればそれでいいのです。

そうですね。きみが楽しそうで幸せでいることが願いですから、ご自分でもそう思ってほしいです。笑顔が一番です。

雨上がりの今朝、とてもよく晴れました。青空がきみの瞳の色でした。









〇月〇日

白鳥さんへ

なんのことかと思ったかしら。

やはりなにか名前がないと手紙が書きにくいなと思いました。

手紙の隠し場所である噴水が白鳥を模しているので、あなたのことを白鳥さんと呼ぶことにします。

不快に思ったら別な名前を考えますのでおっしゃってね。

青空がわたしの瞳の色だなんて、すごく素敵な表現をありがとう。

笑顔でいられることを願ってくれて、嬉しいです。

チェチーリア









〇月〇日

チェチーリアへ

こんにちは。白鳥です。

面白いですね。なんでも好きな名前で呼んでください。

そういえば昨日、歴史書を真剣に読んでいる姿を見かけましたよ。

王弟の妻として勉学に励んでいるようで、誇りに思いました。

どうかリルヴィエ王国をもっと好きになってほしいです。

白鳥より









〇月〇日

白鳥さんへ

難しい顔をして本を読んでいるところを見られたのですね。恥ずかしい。

今日もラーシュ様は朝食後にすぐ仕事へ行ってしまいました。忙しいのです。

シモン様とラーシュ様のご兄弟はとても仲が良くて、素敵だなぁと思います。

明日、ジェンマ様とお菓子作りをするんですよ。楽しみです。

前回のお手紙、最後に鳥の絵がありました。お上手なのですね！

とても可愛いらしかったです。

チェチーリア












「そろそろ焼きあがったんじゃないかしら」

　ジェンマの声に誘われ、チェチーリアは粉まみれの手を払いオーブンへ行く。

「ジェンマ様、火傷に気をつけてくださいね」

　ふたりとも邪魔にならないように髪の毛を上にまとめ、エプロンを身に着けている。

　今日は午後のティータイム用の菓子を作るべく、キッチンであれこれと作業をしているのだ。チェチーリアは久々に菓子作りに夢中になった。ジェンマといろいろな話をしながら穏やかな時間を過ごしていた。

　クリームをたっぷり乗せたシフォンケーキ、オレンジの皮を使ったクッキー。ついでにパンを焼き、野菜と目玉焼きなどを挟んで軽食を作った。王宮料理人はもちろんいるのだが、こうして料理をして食すことは自由だという。

「シモン、今日は朝から忙しいの。昼食を食べる暇がなさそうだから持っていくのよ。かといって昼食後のティータイムで食べ過ぎると夕食が入らないでしょう」

　今日、ラーシュは朝からシモンに同行して外出しており、昼過ぎには戻る予定となっている。

「ラーシュ様もよく食事を取らず仕事に夢中になってしまうみたいで。熱心なのはいいことだけれど、体に障ると困ります」

「シモンがよく、ラーシュ様は根を詰めるから心配だと言っているけれど、あの人だって同じよ。困った兄弟」

　ふたりで顔を見合わせて笑った。

　作ったものをサンルームへ運んでもらう。しばらくジェンマとふたりで茶を楽しんでいたところ、シモンとラーシュが入ってきた。

「お帰りなさい」

「ああ、疲れた。ジェンマ、寂しくなかったかい？」

「安心して、寂しくないから。チェチーリアと一緒にたくさんお料理をして、とても充実した時間だったのよ。こんなに楽しかったのは久しぶり」

「俺との時間よりも楽しそうだな」

「あなたはあなた、チェチーリアはまた別よ」

　相変わらずのふたりを見てチェチーリアは微笑む。苦笑していたラーシュと目が合い、ふっと目を細めて笑いかけてくれたのでドキリとした。

（こんなにも胸が高鳴る。ラーシュ様はいつも素敵だわ）

　赤い顔をまわりに気づかれたくなくて、下を向くチェチーリアだった。

「ラーシュ、チェチーリア。俺とジェンマは部屋に行くが」

　シモンが言いラーシュも頷いたので、サンルームでのティータイムはお開きとなる。

「チェチーリア、俺の部屋に菓子を運んでもらおうか」

「はい。お腹が空いてますでしょう。ラーシュ様」

　夕食までの時間をふたりでゆったりと過ごせるといい。

　部屋に戻りながら、ラーシュはマウリッツと仕事の話をしていた。チェチーリアは後ろからついていったが、彼らの話は興味深かった。

　港の倉庫建設は順調で予定工期で終了するだろうとか、なんとかという国で蒸気船を購入したいと申請があったとか。

（いつか、ラーシュ様のお仕事の手伝いができるといいのに）

　自分になにができるのかわからないが、そんな未来が来るといいなとチェチーリアは思う。ケルベザ国王は女性が積極的に仕事に関わるので職業婦人がたくさんいるし、水産加工会社を営む貴族婦人もいる。リルヴィエ王国も女性が活躍している国なので、自分も両国のいい部分を取り入れていければいい。

　ラーシュの部屋で過ごす時間は、会話は少ないが静かで穏やかだった。

　甘い菓子と美味しい紅茶。少しだけ仕事の書類を確認して菓子を摘まむラーシュの綺麗な横顔を見ながら、チェチーリアは本を読む。

　大きくため息をつきながらラーシュは持っていた書類の束をテーブルに置いた。

「今日はもう仕事を止めよう。数字を見たくない」

「ラーシュ様、根を詰め過ぎです。夕食まで少し休んではいかがですか？」

（忙しいのはわかるけれど、ティータイムに仕事の書類を見なくてもいいのに。真面目な人だわ）

　せめてひと時でも仕事のことを忘れてくれればいいのに。チェチーリアは紅茶のおかわりを淹れラーシュへ差し出した。

「ラーシュ様。以前お話しした、誰かわからない手紙のことなのですけれど。あれから何度か手紙をくれたのです」

「……ふうん。そうなのか」

　あまり興味がなさそうなラーシュの反応は相変わらずだ。

　チェチーリアが『白鳥さん』と手紙をやり取りするようになって半月ほど経っていた。

「自分の正体を明かすようなことは書かれていませんが、やっぱり王宮内で働いているそうです。この間はわたしが勉強しているところを見た、なんて書いてありました」

　チェチーリアの言葉に、ラーシュは「ふーん」と首を傾げる。

「きみの姿をどこからか見ていたのだろうな。まさか、きみの部屋に入ったわけではあるまい」

「わたし、自室だとつい怠けちゃうので、書庫の机で歴史書を読むことがあるんです」

「なるほど、あそこは人の出入りもあるからな。手紙の主は意外と近くにいるのかも」

「わかりませんが、どこから見ていたのかしら。気になって自室以外での時間は集中できなくなっちゃいそうです」

　うふふと笑うチェチーリアを、ラーシュはじっと見つめた。

「楽しそうだな」

「すみません。なんだか子供みたいですね」

「謝らなくても、きみが笑っていられるならいいんじゃないか。俺に遠慮する必要はないだろう」

（なんか白鳥さんと同じようなことをおっしゃるのね）

　顔が赤くなるのを感じて俯くチェチーリアに「どうした？」とラーシュが問いかける。

「ラーシュ様が優しいから。嬉しいです」

　正体不明の誰かと手紙のやり取りをするなど気味が悪いと言われても仕方がない。けれど、否定せず楽しそうならいいと言ってくれるラーシュは、やはりチェチーリアにとって特別な存在だ。ラーシュへの気持ちを再確認できたことも嬉しい。

「そんなに嬉しいのか」

「は、はい」

「……まったく、困ったな。可愛いな」

　聞き間違いだろうか。いま、ラーシュは自分を可愛いと言った。確認する間も与えられず、ラーシュはテーブルに置いたチェチーリアの手を引く。そのままチェチーリアの体を自分の胸に抱いた。

「ラ、ラーシュ様」
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　力強い腕、大きな胸。その存在感に圧倒された。見るのと触れるのとでは違う。

「チェチーリア……触れてもいいか？」

　思えば、彼とこんな風に触れ合うこともなかった。

　身代わりでラーシュの妻になったことはずっと頭の片隅にある。初対面から今日までのラーシュの態度を見ていて、自分に興味がないのだとわかっていた。寝室が別々だということも、受け入れるしかなかった。初夜でさえひとりだった。チェチーリアは清い体のままなのである。ラーシュの性格上、シモンとジェンマのような触れ合いを好まないのだろうとは予想していたのだが。

（身代わりでも、わたし、ラーシュ様のことが）

　言葉にして伝えればいいのに、迷惑がられると思うと怖い。

　身代わりであり、お飾りの花嫁。王族として結婚をしなければいけなかったから、ラーシュはチェチーリアを妻にしただけ。政略結婚なのだから。それなのに、本気になるのはチェチーリアひとりだけなんて、苦しい。苦しいけれど自覚し受け入れないといけない。

　気持ちはラーシュをずっと想っている。いつの間にか目で追っている。会えない日は寂しいし、顔を合わせれば鼓動が速くなる。夫婦になったのに別々の寝室で、ひとりで眠る夜も本当は寂しくて仕方がない。だが、こんな思いを抱えているのは自分だけなのかもしれないと思うと、言えなかった。

　突然ラーシュに抱きしめられ、チェチーリアは驚きつつも触れられた嬉しさで泣きそうになる。

　ラーシュはチェチーリアをソファに押し倒し、ドレスを力任せに引き下ろすとチェチーリアの白い胸が露わになる。

「ラ、ラーシュ様！　ベ、ベッドで……ここでは……」

「我慢、できないから」

　ラーシュは願いを聞いてくれなさそうだ。チェチーリアが逃れようと身を捩ると腰を大きな手で捉まれる。

「ごめん、優しくできないかもしれない」

　切羽詰まったようなラーシュの声が耳に押し当てられる。

「わ、わたし、お菓子作りのせいで粉まみれで……髪もボサボサ、それに……」

「このままでいい」

　初夜では念入りに準備をしたのに、無駄に終わった。今日は普段着の動きやすいドレス。ラーシュを迎え入れる装いではない。

「チェチーリア、結婚式の夜は……本当に悪かった」

　どう答えればいいというのだ。こんなときに再び謝罪をするなんて、ラーシュはずるい。

「待って、いましたのに」

　小さくそう答えるのが精一杯だった。

（どうして、初夜に来てくださらなかったのですか。友人たちを振り切ってでも来てほしかった。あの日にあなたに抱かれたかった）

　喉まで出かかっている。しかし、言ってはいけない。面倒な女だと思われたくはない。

　ラーシュの吐息が甘くチェチーリアの唇を塞ぐ。いままでで一番、熱い口づけだった。誓いのキスよりも、寝ぼけたキスよりも。このまま、自分をラーシュのものにしてほしい。誰にも、なににも邪魔されずに。

　チェチーリアはどこか高い場所から落ちてしまいそうな感覚に襲われて、ラーシュの首に腕を巻きつけた。噛みつくようなキスを何度も受けるうちに、ベッドに行きたいと思う思考は奪われる。ちゅ、という音と共に唇が離れたので目を開けると、ラーシュの瞳がチェチーリアを見つめていた。

「ラーシュ、さま」

「そんな顔をされると不安になる。……怖いなら目を閉じて」

　チェチーリアは小さく首を振った。怖くはない。求められるならばなにをされてもいいとさえ思う。

　ラーシュは自分の衣類も剥ぎ取るように脱いだ。

　愛する人に、体全部で愛されることを、夢見ていた。

（ラーシュ様、わたしを好きですか？　少しでも、好きだと思ってくれていますか？）

　チェチーリアは膨れゆくラーシュへの想いをどうすることもできない。口にできず、ただこの情熱をふつふつと沸騰させる。繋がる唇から、ラーシュが掴む自分の指から、伝わればいいと思う。

（この思いを、感じ取ってほしいの。わたしは、ラーシュ様が好き）

　ラーシュの体の重さ、乳房を押し潰すしっかり筋肉のついた胸板、腰を掴む大きな手。

　熱の合間に断片的に視界に入るそれらは、チェチーリアが心を奪われているラーシュで、自分はしっかりと確実に彼のものになっていくのを感じる。

　愛ではないのかもしれないが、ラーシュの中に少しでも存在を残せるのなら、それでいい。そんな思いから、痛みさえも凌駕する嬉しさが込み上げる。

　ぎゅっと閉じた目に口づけをくれ、引き結んだ唇に熱い指が触れる。上に押しやられずれる体を何度も戻し、自分の下にチェチーリアの細い体を組み敷く。ラーシュの瞳は濡れたように光っていた。揺さぶられる体は熱に浮かされたように弾けて軋み、抗いながらもラーシュを受け入れる。

　昨日までのチェチーリアではなく、変わっていく。ラーシュがさらに刻み込まれていく。

　チェチーリアは、自身の体のあちこちが開花していくような感覚に襲われた。

　目を覚ましたのは真夜中で、ベッドの上だった。疲れ果て眠ったチェチーリアをラーシュが運んでくれたのだろう。

　脱がされたドレスは椅子にかけてあり、隣ではラーシュが寝息を立てていた。

　起こさないようにそっと体をラーシュのほうに向けると、涙が出た。

「ラーシュ様。わたしはあなたが好きです」

　抱かれている間、何度思っただろう。言えない気持ちが何度も喉が堰き止め、爆発しそうだった。

　瞼にかかるふわふわの金髪をそっと掻き上げる。

（ねぇ、あなたは眠っているから聞こえないでしょう。それでもいい）

　こんなに近くにいるけれど、きっとラーシュは自分を見ないだろう。抱かれる行為も夫婦としては自然だが、やっと今日、本当の夫婦になれた。

　政略結婚で形だけの妻かもしれないが、チェチーリアの心も体もラーシュを求める。

　いつか、通じればいいなと祈りながら。

　チェチーリアが再び目覚めたのは、ベッドが揺れたことを感じたからだった。

　カーテンからは朝日が差し込んでいて、チェチーリアは眩しさに目を細める。

「起きたか」

　ラーシュの声がした。振り向くと、ラーシュは脱いだ服を着ているところだった。身支度をしてダイニングへ行くのだろう。

「お、おはようございます……すみません、わたし」

「謝る必要はない。起きなくていいから」

「朝食に行きます。わたしも支度を」

　体を起こすと下腹部に鈍い痛みが走ったので、チェチーリアは思わず声を漏らす。

「オルガに言っておくから、きみはそのまま休んでいなさい。昨夜は……その、ごめん。体が辛いだろうから」

　ラーシュは少しだけチェチーリアを振り返り、すぐに顔を逸らした。寝癖で髪の毛が乱れている。

（そっけない態度……）

　昨夜はあんなに熱っぽかったのに、一夜明ければこうも温度が下がるのか。まるで昨夜の出来事がチェチーリアの夢であったとでもいうようだ。

「仕事があるし、俺は先に行くから」

「はい……」

　待って、と思わず手が伸びる。しかし、追いかけることも許さないような頑なさがラーシュにあって、チェチーリアは仕方なくその背中を見送った。

　ドアが閉まると、チェチーリアは自分の体を見下ろす。

　ラーシュが吸った痕が乳房に赤く残っていた。










「ラーシュ。お前さっきからため息がひどい。うるさくて仕事に集中できん。具合が悪いなら自室に帰れ」

　シモンがイライラした様子でラーシュに言葉をぶつける。ラーシュはというと、机に突っ伏していて仕事どころではない。

「具合が悪いわけではないです……むしろ絶好調です……」

　ラーシュの言い方に「なんだそれは」と呆れるシモン。

「寝癖で髪の毛がいつも以上に乱れているぞ。昂っているときに金髪の癖毛が膨らむのは子供の頃から変わらないんだな」

「兄上……髪のことは言わないでください」

「今度はなんなんだ。変なやつだな」

　止めろと言われても、ため息は長く深くラーシュの口から出る。

（乱暴に……してしまった……）

　手紙のことを楽しそうに話すチェチーリアが可愛くて、我慢ができなかった。理性のたがが外れ、野獣が大暴れ。気づけば抱き寄せていた。柔らかな肌、髪の匂いは媚薬。もう止められなくて、乱暴にドレスを脱がせた。

（あんなに簡単に脱げるドレスは国で禁止すべきだ）

　ラーシュが力任せに引き下ろしたからなのだが。

　嫌がり激しく抵抗するような様子はなかったが、ベッドに行きたいという願いを無視してしまった。自分の体の下で、何度もラーシュの名を呼んでいたチェチーリア。掠れる声が耳に残っている。

（それで……よけいに止められなくなって何回も……うう）

　嫌われなければいいが。今朝は顔を見られず逃げるように部屋を出てきた。

「俺は、逃げてばっかりだな……」

　こんなに自分の気持ちに正直になることが難しいとは思わなかった。

　手紙なら伝えられると思ったのに、名前を書き忘れたことで言い出せなくなり、自分で自分の首を絞めている。チェチーリアが笑顔になるなら、『白鳥さん』として存在することもいいと思っていた。しかし、こんなに心を乱していては彼女が喜ぶようなことも書けなくなってしまう。

　なぜ伝えられないのだろう。最初の縁談は姉だったとか、結婚自体に興味がなかったとか、どうせ政略結婚で姉妹どちらでもよかったとか、もう過去のことなのに。

　ラーシュは胸の中でドロドロした液体が煮えるような気持ちを抱え、振り払いたくてその日は夜中まで仕事に没頭した。気を失うように机の上で眠ってしまい、目覚めたら朝になっていた。シモンはいつの間にかいなくなっており、肩にはブランケットがかけてあった。だるい体を引きずるようにして部屋に戻る途中、白鳥の噴水へ行ってみたが、手紙は届いていなかった。

　次の日の朝食、シモンとジェンマ、ラーシュが席に着くと少し遅れてチェチーリアが姿を現した。ラーシュはうまく彼女を見ることができない。視界の端で姿を追い、隣に着席するのを気配だけで感じていた。

「おはよう、チェチーリア。なんだか顔色が悪いわ、どうしたの？」

　ジェンマの声にラーシュもチェチーリアを見る。たしかに暗い表情で顔色が悪い。

「なんでもありません」

　にこりともせず答えるチェチーリア。どうしたのだろうか。

「具合でも悪いか？　医者を呼ぼうか」

　声をかけると、チェチーリアは怯えたような目をしてラーシュを見た。やはり様子がおかしい。

「いいえ、大丈夫です。ほら、元気！」

　チェチーリアは拳を作って笑ってみせたが、明らかに空元気だとわかる。すぐ眉毛が下がり笑顔が消えそうになり、いつもの花弁を纏わせたような輝きが今日はない。

（どうしたのだ……いつもキラキラと美しく可愛らしい笑顔をしているのに、今日は違う。こんなチェチーリアは初めて見る）

「無理をしないで、食べられるものだけ食べたら部屋で休むといい。あとで医者を手配しよう」

　ありがとうございます、と小さな声で返事をしたチェチーリアは、朝食を少し食べ、無言で席を立つ。壁にぶつかりそうになりながら幽霊のようにふらりと自室に帰っていった。あとからオルガが追いかけたので心配はいらないと思うが。

「どうしたのだ。お前たち、なにかあったのか？」

「い、いいえ。なにも……」

　心配そうにするシモンとジェンマ。

（まさか、無理矢理に抱いたことが原因か？　だったらどうしよう）

　ラーシュは途端に食欲がなくなった。

（どこか痛めた？　ショックで食事が喉を通らないとか？　彼女は心の中ではやはり本当にこの結婚が嫌で、俺に触られるのも嫌で仕方なくて）

「ラーシュ、お茶をこぼしている」

「ああっ」

　慌てるラーシュを、シモンとジェンマが心配そうに見つめた。

　ラーシュは食事を終わらせ急いで書斎へ行った。便箋を取り出すと、ペンを走らせる。











〇月〇日

チェチーリアへ

ご機嫌いかがでしょうか。

ここ数日天気がいいので庭園の花も喜んでいることでしょう。

今朝、きみの姿を見かけましたが、なんだか元気がない様子でした。

どうしたのでしょうか？

このわたしでよかったら話してください。

心に重くのしかかることを聞いてあげられるのではないかと思います。

白鳥より












　焦ってしまいいつものように文章が思い浮かばない。もう少し優しく言葉を紡ぐことができるかもしれないのに。抱いたときのように乱暴ではないだろうか。どうしてもっと優しくできないのだろう。

　こんな手紙でチェチーリアが胸の内を打ち明けてくれるとは思えないが、できることなら少しでも心を軽くしてあげたい。

（俺の想像通り、嫁いできたものの生活するうちに後悔し、本当に嫌で仕方なくて、我慢の限界だから国に帰りたいという内容だったら、俺はどうしたらいいのだろうか）

　最悪のことは考えたくなかったが、可能性はゼロではない。

　こんな風にうじうじと考えるのは性に合わないのだが、チェチーリアのこととなるとどうしてもうまくできない。

　とにかく、この手紙をチェチーリアに届け様子を窺おう。ラーシュは白鳥の噴水に走った。まわりに誰もいないことを確認し、空のペンケースに自分の手紙を忍ばせた。










　考えれば考えるほど、心に降り積もるのは寂しさだけだった。

　チェチーリアは盛大にため息をつき、自室のソファにうつ伏せになっている。髪も化粧も乱れているが厭わなかった。

「ああ。ラーシュ様」

　体が結ばれたというのにこんなに寂しい気持ちになるなんて、やはり政略結婚に愛情を期待してはいけないのだろうか。自分だけがラーシュを好き。気持ちはきっと受け取ってもらえないのだと思うと、自然と涙が出てくる。

　ダイニングで元気のない自分を心配してくれたラーシュだったが、理由を話せずに苦しかった。

　気分が落ち込んでいるだけで、体調が悪いわけではない。ラーシュが手配してくれた医者にも「異常はなさそうです。ゆっくりお休みください」と言われただけだった。

「当たり前よ。具合は悪くないの。むしろ絶好調……」

　ラーシュに抱かれたせいか、肌は艶やかで化粧乗りもいい。

　ただやはり食事が喉を通らなくて、少し痩せたことが影響し顔色が冴えなく見えるのだろう。皆に心配されてしまう。

　部屋に籠もっているとよけいに滅入りそうなので、チェチーリアは庭園を散歩することにした。

　今日も天気がよく、過ごしやすい気温だった。気持ちのいい風がチェチーリアの髪を揺らしていく。リルヴィエ王国で感じる風も好きになっていた。

　ラーシュのもとへ嫁いできたチェチーリアは、守られてなにも知らずにいた少女ではなくなった。

（ラーシュ様への恋心に、押し潰されそう）

　政略結婚の身代わり妻として心を凍らせてしまうしかないのか。好きだなどと言ったらきっと迷惑がられるに決まっている。

　思えばラーシュは顔合わせから不機嫌で、結婚式や宴の席でも仕事優先。初夜には来てくれず。やっと一緒に迎えた朝も、そっけなくてこちらを見てはくれなかった。

（こんなに苦しい思いをするなんて、想像もしていなかった）

　口がへの字になり目には涙が浮かぶ。こんな場所で泣いているところを誰かに見られるわけにはいかない。

　いつの間にか白鳥の噴水へ来ていたチェチーリアは、ペンケースを開けてみる。すると手紙が入っていた。

（そういえばここ数日、お手紙を書いていなかったわ）

　白鳥からの手紙を開封してみると、いつもの美しい文字で優しい文章が綴られていた。

「よかったら話してください……か。白鳥さんはなんでもお見通しなのね」

　どこかで見ている手紙の主は、チェチーリアが悩んでいることもわかってくれるのだ。

　胸がぎゅっと苦しくなり、手紙を抱きしめてひとりで泣いた。

　すすり泣く音は噴水の水音がかき消してくれるから。

















第四章　未来と恋心













〇月〇日

白鳥さんへ

あなたはなんでもお見通しなのね。まるで魔法使いみたい。

心配してくれる気持ちが嬉しいです。少しだけわたしのことを聞いてくださいね。

わたしにはいま好きな人がいます。

最初は気になる程度だったのに、知れば知るほど好きになっていきます。

けれど、彼にとってこの気持ちは迷惑だと思うのです。

なぜなら彼はわたしに興味がないし、そっけないの。

恋心を伝えたところで面倒な女だと思うことでしょう。

わたしはどうしたらいいのかわかりません。

心が重くて、このまま動けなくなりそうです。

チェチーリア












「好きな人が……いるだと……」

　バキッと音を立ててラーシュはペンをへし折った。殺気立った目は寝不足も重なって血走っている。

「おいおい、ラーシュ。物を粗末にしてはいけないぞ」

「……失敬……」

（これで冷静でいられるわけがない）

　ラーシュが書いた手紙にチェチーリアからの返事がペンケースに入っていたのは三日後。やきもきしていたラーシュだったが、返事を貰いほっとしたのも束の間、内容は予想の斜め上を行くものだった。

　国に帰りたいどころの騒ぎではない。チェチーリアには好きな人がいるという。

（どこのどいつだ……いつの間にチェチーリアを。俺のチェチーリアに色目を使った男がいるのだ。この王宮に）

　首を斬ってやろうか。謀叛でもない限りそんなことをしたことはないのだが。

「誰なのだ、好きな人とは」

　本当に、誰なのだ。ラーシュの心の奥で、いままで感じたことのないどす黒く気持ちの悪い塊が熱を持った。

　暗く沈んでいたチェチーリアの顔を思い出す。あの様に思い詰めるほど恋する相手とはいったい誰なのだ。

（誰かを思いながら俺に抱かれたというのか）

　考えると気が狂いそうだった。ラーシュはもう負の考えしか頭に浮かばない。

（最初は気になる程度だったのに、とは、ここへ嫁いで来てからのことなのか。それとも、ケルベザに誰か思い人がいるのか？）

　後者だったらもうどうしようもないではないか。調査することもできるが、そんな無粋な真似をしたところで、いったいなにが得られるというのだ。

　ふと横を見ると、珍しく今日は朝からシモンは真面目に書類に向かっている。ラーシュから見てもシモンは美しく強い国王。そして、彼も男である。

「兄上、チェチーリアをどう思いますか？」

「なんだ、藪から棒だな」

「お答えください」

「ああ、可愛いよ。食べてしまいたい」

「食べ、食べ……」

　もしもチェチーリアの相手がシモンだったら、この煮え滾る嫉妬心をどこへぶつければいいのだ。相手は国王だが大好きな兄である。チェチーリアだけではなく兄弟の絆さえも失ってしまうのか。

　食べてしまいたい、の意味が先日抱いたチェチーリアの白い肌に重なり、カッと頭が熱くなる。

（兄上。いやまさか、違うだろう？）

　とはいえ、権力を持つ兄弟間で妃や公娼の取り合いになり、挙げ句争いに発展したという話は世界中どこにでもある。バカげた話だと思っていたが。

　ラーシュに向き直ったシモンは、冷たい目をして言葉を吐いた。

「……ラーシュ。ここのところ様子がおかしいし、なにがあったのか、俺になにを聞きたいのかわからないが、チェチーリアを食べるわけがない。可愛い義妹であり、なによりお前の妻だよ」

　シモンの声色が二度ほど下がった気がする。

「俺はジェンマしかいらない。愚問だよ」

　シモンの視線は険しかった。ラーシュに妙な疑いを向けられて腹を立てているのかもしれなかった。

（兄上は静かに怒るからな。怖い）

　ラーシュは書類と資料を持って「部屋に行きます」と書斎を出た。

　よく考えれば相手がシモンであるわけがない。ジェンマを溺愛していることからそれはわかる。

　こんなことでは仕事に集中できない。自室に向かおうと廊下を進んでいると、マウリッツがいた。騎士団員数人と話をしていた彼は、ラーシュに気づくと胸に手を当てる。団員もラーシュに一礼をして散っていく。

「マウリッツ」

「ラーシュ様、御用でしょうか」

　特別な用事があるわけではなかったから、打ち合わせを邪魔するようになり悪く思った。しかしラーシュは好奇心が先に立つ。

「マウリッツは、恋人はいるのか？」

「恋人、ですか？　ラーシュ様……？」

「答えてくれ」

　真剣なラーシュを見てマウリッツは大きな体をすぼめた。小さくなどならないというのに。

「遠い親戚の子爵令嬢が幼なじみでして。時折手紙のやり取りをし、わたしの両親主催の晩餐会などで会うこともありまして。その、わたしをどう思っているかはわからないのですが、なんというか、初恋とでも申しましょうか……」

　顔を真っ赤にして話すマウリッツ。ラーシュは見たこともないマウリッツの様子に目を丸くする。

「なんだ、その話は。初耳だな」

「シモン様にもお話ししたことはございません」

　顔を赤くして微笑むマウリッツ。

「そうなのか。無理に聞いてすまなかった。気を悪くしないでくれ」

「いいえ。こう言葉にいたしますと、きちんと考えなければいけないと思いますね。わたしも幼き日の約束をいつまでも女々しく覚えているわけでして」

「幼き日の約束？」

「お嫁さんにしてね、と言われまして」

　ガハハと笑うマウリッツは、盛大に照れている。ラーシュは他人事ながら慌てた。

「そ、それは早急に解決せねばいけないのではないか。笑っている場合ではないだろう。どうにかしろ、マウリッツ……そんな大事なことを」

　そうですね、とマウリッツは思案しているが、ラーシュから見れば暢気である。

「たしかに。はっきりさせなければいけませんね。ラーシュ様に申し上げなければ、ただ胸中の出来事で終わったかもしれません。ありがとうございます」

「先方はもしかしたら幼い頃の約束を待っているかもしれない。それに、他所から縁談が来てまとまったらどうしようもないぞ」

　マウリッツは大事な兄弟のような存在だ。気持ちを伝え、できればふたりの心が通じてほしいと願わずにはいられない。

「その娘を離しちゃだめだぞ。後悔するぞ」

「承知いたしました。このマウリッツ、手紙を書くことを決意いたしました」

「がんばれマウリッツ。応援しているぞ」

　ラーシュは拳を突き出し、マウリッツがそれに答えて拳をぶつける。自分がマウリッツにがんばれなどと言えた立場ではないのだが。チェチーリアをいまだ掴まえられないでいるのに。

　マウリッツは決意新たに、職務に戻っていった。

（俺は、いったいなにをしているのだ）

　なにもしていないではないか。自分の気持ちから逃げてばかりなのではないか。

　チェチーリアは心になにを秘めているのかわからないが、自分で決意しリルヴィエ王国へ嫁いできた。

　マウリッツも、幼なじみに思いを伝えるべく手紙を書くと言う。

　兄のシモンは国王としての道を、愛するジェンマと歩む。

　俺はなにをしている？　行動せず、伝えずに、チェチーリアを他の誰かに渡すのか？

「そんなこと、できるわけがない」

　チェチーリアの心が他の誰かのところへ行く。心が行けば体も。そんなことを想像しただけでも胸が張り裂けそうで仕方がなかった。遠くで鳴る雷が、ラーシュの胸に火花を散らす。











〇月〇日

白鳥さんへ

こんにちは。

昨夜の雷には驚きましたね。一晩中ゴロゴロと鳴っていて怖くて眠れませんでした。

先日のわたしの手紙、なくなっていたということは読んでくださったのですよね。

恋心というのは、成就しなければどこへ行くのでしょう。

王弟の妻として嫁いできたのに、わたしの悩みはなんとバカらしいことだと思ったでしょう。

我が儘な人間だと呆れてしまったかしら。

政略結婚は愛してもらえないのでしょうか。

こんなにもラーシュ様を愛して












　チェチーリアはペンを走らせる手を止め、机に突っ伏した。

　恋心が悩みだと書き綴った手紙に『白鳥さん』から返事が来ないまま一週間が経過している。

　王宮で働いているという手紙の主は、いまだ女性なのか男性なのかもわからないのだが、きっと手紙の内容に驚いたに違いない。チェチーリアの悩みは常識外れなのかもしれなかった。

　政略結婚で嫁いできたのに、本気になる哀れなチェチーリア。夫ラーシュに相手にされていないのに。チェチーリアの心は後ろ向きの考えに支配され、少しも楽しくない。心は沈みっぱなしだ。

（いつも手紙の返事はすぐ来たのに。もしかしたら本当に呆れて手紙を止めたいと思っているのかもしれない）

　ひとつの心の拠り所となっていたこの手紙のやり取りも、終わってしまうのだろうか。

　チェリーチアは途中まで書いた手紙を破り捨て、また最初から書き直す。

　この手紙に返事が来なければ、もう終わりにしよう。短かったけれど楽しい時間をくれた『白鳥さん』に感謝をしなくてはいけない。

　ラーシュへの恋心が、政略結婚という檻に閉じこめられたまま行き場をなくしていくことを想像すると悲しかった。

　ペン先を紙に落としたままじっとしていたら、インクがじわりと広がる。便箋を破り捨て、また文字を書く。チェチーリアは手紙を書き終えると、白鳥の噴水へ行き、いつものようにペンケースに手紙を納めた。もしかしたら『白鳥さん』が来るのではないかと少しだけ座って待ってみたけれど、誰も来なかった。

　部屋に戻ってもなにもする気にならなかった。勉強の為に歴史書を読まねばならないし、祝いの贈り物に対しての礼状も書かないといけない。

　昼食を辞退したが、もうすぐ夕食の時間が来る。今日はなにも食べたくない。夕食も断ってしまおうかとため息をついたとき、部屋のドアがノックされた。

「はい」

「わたし。ジェンマよ」

　驚いたチェチーリアは急いでドアを開け出迎えた。

　相変わらず美しいジェンマの笑顔は、暗かったチェチーリアの心に小さな花を咲かせる。

「ご機嫌いかが？　昼食を召し上がっていないと聞いたから、甘いものと果物を持ってきたのよ」

　見れば、ジェンマは自らワゴンを押してきたようだ。きっとお付きの侍女たちを置いてきたのだろう。

「王妃様自らこんな。すみません……」

「こんなのなんでもないわ。わたしはできることは自分でするのよ。どうかしら、お菓子を作ってきたのよ。お茶でもしない？」

　ジェンマの心遣いはとても嬉しかった。しかし、チェチーリアは心が塞ぎ食欲もないので返事ができなかった。そんなチェチーリアの顔を覗き込むジェンマ。

「それとも具合が悪いの？　なら遠慮するけれど……わたし、あなたを心配しているの」

「ありがとうございます。体調が悪いわけではないのです」

「そう。じゃあどうかしら。気分転換をしましょうよ」

「ジェンマ様……」

　義姉が明るく優しい人でよかったとあらためて思う。

　チェチーリアは礼をいい、部屋に招き入れテーブルにティーポットや菓子などをセットした。手作りの焼き菓子と見目好く切った果物を見ていたら少し食欲が湧いてきた気がする。

　ソファに座るジェンマは紅茶のカップに口をつけて「チェチーリアのお部屋はこんな風なのね」などとキョロキョロしている。そしてテーブルの端にある便箋とペンに気づいた。

「なぁに？　国に手紙を書いていたの？」

「国にではないのですが」

「わたし、手紙を書くのが苦手なの。縁談のためシモンと顔合わせをしたあとに彼から毎日恋文が届いて……返事を書くのにとても苦労したのよ」

「まぁ。手紙を書くのが得意なのでしょうかね、ここのご兄弟」

　ふたりで顔を見合わせてぷっとふき出した。久しぶりに笑った気がする。

　ジェンマは白紙の便箋を手に取り眺めていた。

「ラーシュ様もあなたに手紙を書いていたものね。彼の気遣いも細やかよね」

「ジェンマ様たちのように顔合わせがなかったのですが、手紙を書いてくださいました。とても嬉しかったんです。ラーシュ様の手紙」

「そう。ラーシュ様も気持ちの優しい人だから」

「姉のことがあり、相手が妹のわたしに変わっても会うのを楽しみにしていると書いてくださったから、迷いなくリルヴィエに来ることができたのです」

　チェチーリアはドレスの仮縫い時にドロワーズ一枚でラーシュからの手紙を抱きしめたことを思い出しふっと笑った。

「わたしたちのような立場だと政略結婚は身近なこと。わたしは王妃の座なんて興味がなかったけれど、結果的にいまは幸せだから人生のひとつの選択だと思うわ」

　ジェンマはシモンとの間に愛を育み、自分の居場所を見つけたから言えるのだと思う。

「わたしも、自分で選んでここへ来たんです」

　チェチーリアはぽつりと言う。希望を持って進んだ道であるはずなのに、それなのにいま、心が壊れそうになっている。

「あなたは幸せなの？　チェチーリア」

　なにも答えないチェチーリアを、ジェンマはじっと見つめる。

　暗い気持ちを抑え込んで明るく振る舞うべきなのかもしれなかったが、いますぐは無理だった。諦めで心を静めるまでは。

「ご、ごめんなさい。ジェンマ様、わたしは元気だけが取り柄なので、寝て起きたらまた笑っています。ああ、ジェンマ様のお菓子は美味しい！」

　チェチーリアは、焼き菓子を齧って大袈裟に喜んでみせた。ジェンマに笑ってほしかった。

　ジェンマは言葉を探している様子で、テーブルの上のペンを取り弄ぶ。

「そうだ、チェチーリア。わたしの国では香油が名産品でね。この間、新作を取り寄せたの。チェチーリアにひとつプレゼントしようと思って」

　ジェンマは思い出したように、ポーチの中から長方形の木製ケースを取り出した。

（あれ、なんだか見覚えがある形……）

　ジェンマがケースを開けると、中に小瓶が並べて収納されていた。

「ジェンマ様、そのケースは」

「これ、以前シモンから貰ったの。小さい頃にお父様……前国王が他国へ行ったときの土産でいただいたんですって。とても素敵だと言ったらシモンがくれたの」

「シモン、様？」

「そうなの。これ、ペンケースなのだけれど、わたし、ペンケースとして使っているのではないのよ。香油瓶を入れるのにちょうどよくて」

　気に入っているらしく、嬉しそうにチェチーリアに見せてくれる。手紙を書くのは苦手と言っていたジェンマは、ペンを入れず別な使い方をしている。

　ケースの蓋の部分には彫り物の装飾が施してあった。

「カメリアの装飾が見事だと思わない？」

「カメリアの……ペンケース」

　土産として購入というが、国王であるならばたしかな銘品を選ぶだろう。王宮で働く者がどこかの店で購入し偶然同じだという可能性もあるが、しかし。

「たしか、他国の有名な職人の品らしいわよ。素敵よね。喧嘩しないよう兄弟で同じものを贈られたそうよ。」

（どういう、ことなのかしら）

「兄弟で、同じものを……？」

「そうね。だからラーシュ様も同じものを持っているはずよ」

　この香油が新作なのと話すジェンマの声が段々と聞こえなくなる。

　カメリアのペンケース、それは白鳥の噴水にて手紙のやり取りに使われているペンケースとまったく同じものだった。










　ラーシュは立ち上がれないほどの衝撃を受けていた。

　書斎の床にふかふかの絨毯が敷いてあったことと、常に鍛練を怠らず強靭な足腰を作り上げておいたので怪我を防ぐことができた。膝と両手を床につき四つん這いの状態から体を起こすことができない。

　目の前に置いた手紙を何度も読む。チェチーリアの字はところどころインクが滲んでいた。茶をこぼしたのでなければ、きっと涙なのだと思う。

「俺は、なにをしていたんだ。チェチーリアのなにを見ていた。いまのいままで……」

　最低だ。

　自分の気持ちばかりを優先してきた。チェチーリアが純粋で真っ直ぐだから、どこを見ているのか、怖くて目を逸らしていたのだ。どんな思いでこの手紙を書いたのだろうか。乱れた文字に指を這わせる。











○月○日

政略結婚は、愛を求めてはいけないのでしょうか。

政略結婚で夫となった人にこんなにも恋い焦がれるなんて。

わたしに興味のない彼を、こんなに好きになるとは思いませんでした。

この思いはどこへやったらいいのでしょう。

伝えることが迷惑になるのなら、わたしはいったいどこへ行けばいいのでしょう。

ただ途方に暮れる日々です。












　いつもは書いてある宛名も、自分の名すらない。あの細い背中が涙に震えることを思い浮かべたら、自然とラーシュの目から涙が零れた。

　チェチーリアが泣いている。この王宮のどこかで、自分のせいで泣いている。あの澄んだ青い目を涙で濡らしている。

（手遅れであろうと、このままではいけない）

　ラーシュは脱兎のごとく書斎を飛び出した。










　水音は心を静かにしてくれる。

　白鳥の噴水を背に、チェチーリアは空を見上げていた。よく晴れていて明るい気分になるはずなのに出てくるのは涙だけ。

　涙だけではなく鼻水も止まらない。

　噴水の縁に腰を下ろすと、白鳥の翼から外したペンケースを膝の上に乗せ、開けてみる。中は空だった。

（このペンケースはラーシュ様のもの。それならば手紙の主はいったい誰だというの）

　ラーシュがペンケースを王宮内の人に譲った可能性もある。いや、でも、もしかしてとまとまらない思考はチェチーリアを困惑させる。

　チェチーリアを気遣い、見守り、笑顔や優しさを届けてくれた手紙。やり取りがとても楽しかったし、返事が待ち遠しかった。

　もうチェチーリアの手紙に返事は来ないかもしれないと、そんな気がする。

（あんな手紙を書くんじゃなかった）

　下唇を噛んで空を見上げた。混乱していて、どうしたらいいのかわからない。ラーシュと顔を合わせるのが怖かった。姉の手紙を代筆し、ラーシュに嘘をついていたことで罰を受けたのだろう。

（わたしは、これからどうすればいいのだろう）

　ひとつため息をついたとき、後ろで足音が聞こえた。チェチーリアが振り返ると、そこにいたのは息を切らすラーシュだった。

「チェチーリア」

「ラ、ラーシュ様」

　驚いたチェチーリアは急に立ち上がる。膝に乗せていたペンケースがするりと滑り、噴水の水溜まりへ落ちていく。

「あっ」

　落下を止めようと手を伸ばすと同時に体勢を崩し、噴水に落ちそうになるチェチーリア。その体を瞬時に抱き留めてくれたのはラーシュだった。ペンケースがポチャリと水音を立てて落ち、底に沈んだ。

「ペンケースが……！」

「そんなものはいい！」

「だって、これはラーシュ様の大事な……」

「父上の墓前で謝罪するからいい」

「でも」

「ペンケースは新しいものを買えばいい。兄上だってジェンマ様にあげたんだ」

　なおも水に手を伸ばそうとするチェチーリアを止め、ラーシュはチェチーリアを胸に抱きしめた。

（ラーシュ様……！）

「だ、だめです！　わたし、鼻水が」

　涙と鼻水で濡れた顔がラーシュの服を汚してしまう。チェチーリアは離れようと思ったのだががっちりと抱きしめられ動けなかった。

「かまわん」

　チェチーリアは突然のことで息が止まりそうだった。しばらくラーシュの体温を感じていたが、強い抱擁を解くと彼は真剣な眼差しを向けてきた。

「チェチーリア、きみの思い人は最低な男だな。俺が斬り裂いてくれる」

「そ、そんな。あの、どうして……？」

「俺の愛する女性を悲しませているからだ。なによりも大切で、愛おしい人を泣かせるから。ザックザクに斬り刻んで海に流してしまおう。蒸気船の積み荷に混ぜて出港させてもいい」

　チェチーリアはラーシュの茶色の瞳をじっと見つめた。彼もチェチーリアから視線を外さない。

「ラーシュ様……？」

　聞き違いだろうか。ラーシュは真っ赤な顔をして鼻息も荒い。

「あの、あの。いま、なんておっしゃって？　どなたの愛する……」

「俺の愛する人、と言ったのだ。お、俺が愛おしく思っているチェチーリア」

　ますます顔を赤くするラーシュは、チェチーリアの体をもっと自分へ引き寄せる。チェチーリアは夢でも見ているのかと、頬をぎゅっと抓ってみた。

「なにしてる？」

「ゆ、夢かなって」

「夢ではない。ふたりとも起きている。チェチーリア、俺はきみが、す、好きだ」

　チェチーリアは一瞬にして自分の顔に熱が大集合し、火を噴いてしまいそうだった。

（嘘。ラーシュ様がわたしを好きなんて）

「う、嘘ですよね？」

「どうして嘘なのだ。俺はきみに惚れている」

　思っていたことと真逆のことを伝えられ、チェチーリアは心が混乱していた。

「わたしに興味が……ないのだとばかり思っていました。わたしは姉の身代わりでここへ嫁いできましたし」

「それはもう関係ないし、気にするなと言ったのに」

　なにかが少しずつ、すれ違っていったふたり。

　これ以上大きく離れる前に、振り返らないといけない。チェチーリアはぎゅっと拳を握る。

（黙っていてはだめ。伝えないと後悔する）

「わたしは自分で決めて、縁談をお受けしたのです」

　静かにそう言うと、ラーシュが「仕方なく？」と言う。彼はこんなにも悲しい勘違いをしている。

「違います。わたしはラーシュ様にお会いしたくて、リルヴィエに来たのです」

「……政略結婚でもよかったのか？」

「わたしは、国外に興味がありました。知らないことを経験したい。ケルベザでは見たこともないものが、リルヴィエにはある。大きな建物、蒸気船……考えただけでも心が躍りました。逆に姉は生涯自国を守りたい考え。ならば、わたしが少しだけ夢を叶えたいと願うのは、いけないことではないと思ったのです」

　好奇心と淡い恋心を持って、チェチーリアはリルヴィエ王国に来た。

「そ、そうか。じゃあ、蒸気船と造船所、あと建築現場に行こう。これは約束だったな。きみは変わった娘だ」

「そうでしょうか。ケルベザでは大規模建設現場はあまり見られませんので。人間がこんな大きな建物を造ることができると実感できるのですもの」

「いい意見だ。よし、俺が引いた図面があるから見せよう。途中の工程を見るのも楽しいぞ。ケルベザの水産加工技術の話も聞きたいし、それに」

　チェチーリアはラーシュを制した。

「ラーシュ様、あの、お仕事の話はまたあとでしましょう」

「そ、そうだな。これだから俺はいけない」

　額に手を当てるラーシュだったが、ふたりで視線を合わせてふっと笑った。

「ラーシュ様はお立場があるから、興味がないけれど一応縁談を受け入れたのだと思っておりました」

「おいおい。俺はそんなこと、ひと言も言っていない。きみの思い込みだろう」

　ラーシュも自分も勘違いでお互いを苦しめていたのだ。しかし、ラーシュの気持ちをにわかに信じられないチェチーリアは、困って首を傾げる。

　もう、我慢する必要はないのだろうか。チェチーリアは絡まった自分の心を解すようにして言葉を口にした。

「初夜に、ラーシュ様は来てくれませんでした」

「す、すまない。友人たちが離してくれず……」

「それに、寝室はずっと別でしたし、初めて夜を一緒に過ごした翌日だって、とてもそっけなくて……」

「あ、あれは！　きみがあまりに可愛いから抑えが効かなくて。ベッドではなくソファで……それで、嫌だったのではないかと、合わせる顔がなくて、その」

　真っ赤になるラーシュを見てあの夜のことを思い出し、チェチーリアも顔を赤らめた。

「い、嫌ではありませんでした……やっと夫婦になれたと嬉しくて、わたし」

　はしたないとは思いつつも、素直な気持ちを伝えることができた。チェチーリアは、恥ずかしいが心が軽くなった。

「う、嬉しいと言うのか？」

「はい！　嬉しかったです。とても」

　チェチーリアが告げると、ラーシュは天を仰ぎ見た。

「俺はきみのこととなると、冷静さを欠くらしい。自分でも信じられないくらい乱れる。それほどまでにチェチーリアに心を奪われている」

　顔を手で押さえながら告白するラーシュ。

（ラーシュ様、そんな風に思ってくださっていたの）

　そっけないのも、恥ずかしさからきていたものだと、やっと理解できる。あんなに泣き暮らしていたのに、すべてがいま、青空に消えていくようだ。

「たしかに、結婚に関して興味がなかった。しかし、立場上結婚は不可欠。そこへ来たケルベザとの縁談だ。姉妹どちらでもいいと思っていた。しかし、チェチーリアを初めて見たときから心を占めて……きみのことを考えてばかりだ」

「おっしゃってくださればよかったのに」

「言えなかったのだ」

　そうさせていたのは自分なのかもしれないと思うと、チェチーリアは涙が出そうだった。彼を責めてしまった自分を恥じなければいけない。

「最初はずっとファビオラ姉様に手紙をお書きになっていたから……」

「あれこそ本心ではなかった！　縁談を円滑に進めるために仕方なく……」

　ラーシュは頭を抱えていた。苦悶する表情さえ愛おしく感じるチェチーリアだった。

「異国の蒸気船が入港するとか、建設途中の倉庫のこととかお仕事のことばかりお書きになって、恋文にしてはいまひとつでしたが、とてもお優しい方なのだとわたしは思っていて」

「いまひとつって、いや、ちょっと待て。どうしてきみがファビオラ王女への手紙の内容を知っているのだ」

　チェチーリアはあっと口を塞いだがもう遅い。ラーシュはチェチーリアの手を優しく解く。

「読んだのか？」

　もはや黙っていることではないのかもしれない。チェチーリアは顔を真っ赤にして下を向いた。

「すみません！　読みました！」

　顔を手で覆うが、またラーシュに外される。

「チェチーリア、きみという娘は」

「……それと！　姉からの返事は全部わたしが書いたものです！　申し訳ございませんでした！」

「なん、だって」

　怒られるのを承知でそう告白すると、ラーシュは白目をむいていた。

「あっ、ラーシュ様、白目！」

「そ、そうなのか……」

「申し訳ございません。姉が縁談に前向きではなく手紙を読まず返事も書かないもので、わたしが返事の代筆を……」

　愕然とするラーシュだったが「驚いたな」と呟いてふっと笑みを漏らす。

「全部、きみからの手紙だったのか」

「そうです……姉が書いたものは一通もございません。騙すようなことをして本当にごめんなさい」

　首こうべを垂れると、ラーシュの手がチェチーリアの頬に触れる。

「俺だって、白鳥としてきみを騙していた。ごめん……」

　ラーシュの指は、いつの間にか零れた涙を拭ってくれる。

「泣かないでくれないか。俺はきみの涙に弱い。海に似たその青い瞳に吸い込まれて溺れたいと思うほど、愛おしいと思っているのだから」

「お、溺れたい……？」

　ラーシュは耳まで真っ赤になっている。

「ラーシュ様はとても素敵な表現をなさるのね。お手紙でもそうでした」

「き、気持ち悪くないか？　俺が」

「どうして？　気持ち悪くなんかありません」

　チェチーリアが言うと、ラーシュの表情がぱっと明るくなった。

（ラーシュ様は嬉しいとこんな顔をするのね。わたしも嬉しいし、心が通じるってこういうことなのね）

　先ほどまでどん底にいたのに、いまは天にも昇る気持ちだ。

「あと、ドレスの中身も見たい」

　ラーシュは下を向いて絞り出すように言う。想像もしていなかった発言だったので、チェチーリアは驚きのあまり真っ赤になって頬を押さえた。

「ラ、ラーシュ様……！」

「いいんだ、もう。気持ち悪いと思われても。チェチーリアが好きだから。鬱陶しいかもしれないけれど、言わないで終わるのは嫌だから」

　シモンとジェンマのように、毎日幸せそうに仲良く微笑み合えたらいいなと、チェチーリアは思うし、ラーシュも同じ気持ちだといい。

「あの、もう一度……言ってくださいませ」

「なにを？」

「その、わたしを好きって」

　もじもじとラーシュにそう伝えると、ラーシュは咳払いをしながらチェチーリアの耳に唇を寄せる。

「……好きだ。チェチーリアが好き。大好きだ」

　かかる息がくすぐったく身を捩るが、ラーシュに腕をそっと掴まれる。

「もう一度」

「大好きだ、チェチーリア」

　なんと心地よい囁きだろう。

　どちらともなく唇を合わせると、強く求め合う。

（やっと、伝わった。もう我慢なんてしたくない。ずっとラーシュ様のぬくもりを感じていたい）

　チェチーリアはいままで張りつめていた緊張の糸が切れ、支えてもらわないと立っていられない。

「もう一度……」

「ずるいぞ、俺はチェチーリアからはまだなにも聞いていないのに」

　ラーシュは口を尖らせ、チェチーリアの唇を指で突く。その反応が嬉しくてもっと見たいと思ったが、いじわるをしてはいけない。チェチーリアは溜まっていたものを吐き出す準備のように、すうと息を吸った。

「……わたしも、ラーシュ様が大好きーー！」

「声が大きい！」

　両手を広げて、ありったけの声で空に向かい叫んだチェチーリアを見て、ラーシュが笑っている。

（やっと言えた。ずっと言いたかった）

「出会う前から、あなたの手紙に心惹かれていました。初めてお目にかかったときも、一目で心を奪われました」

　好き、ともう一度口に出してみた。ラーシュが微笑み、またチェチーリアの体をぎゅっと抱きしめる。強くて苦しいけれど、死にそうなほどに嬉しい。

「誰かが自分を気にかけてくれるから、俺の心配が減るなんて言わないでくれ」

「わたし、そんなこと言いましたか？」

「言ったよ……ひどいな。俺はきみを心配したり、一緒に笑ったりしたい」

「わたしも。ラーシュ様と一緒がいい……わっ」

　言葉の途中でラーシュはチェチーリアを抱き上げた。

「俺のチェチーリア。大好きだよ」

　チェチーリアはラーシュの首に腕を巻きつけて、ぎゅっと抱きしめた。いい匂いがして、初めてラーシュの手紙を開封したときのことを思い出した。

「ねぇ、ラーシュ様。どうして匿名の手紙などわたしにくださったのですか？」

「最初から匿名にするつもりはなかったんだよ」

「どういうことですか？」

「俺ね、名前を書き忘れたんだ」

　コツンとチェチーリアの額に自分のそれをつけて恥ずかしそうに言うラーシュ。

「俺としたことが……きみに言われて、恥ずかしくて言い出せなくなってしまった」

「まあ……」

　ぷっとふき出すふたり。あの手紙があったから、お互いに悩み、そしてすれ違った。けれど、こうして強く求め合う存在になれたのだ。

「わたし、身代わりだと自覚しなくちゃと思っていたのです。自分ではそう思っていなくても、立場には逆らえないと」

「チェチーリア。俺はきみが身代わりの花嫁だなんて思っていない。きみじゃなくてはだめだよ。誰にも渡さない。どこにも行くな」

　チェチーリアの手をぎゅっと握り、口づけするラーシュ。

「俺の愛を、ずっと受け止めていて」

　チェチーリアは、真剣な眼差しのラーシュに「はい」と答えた。ラーシュの笑顔が眩しい。

「ラーシュ様が笑顔だと、わたしも笑っていられます」

「俺もだ」

　ラーシュの笑顔は、できることなら誰にも見せず自分だけのものにしたい。それほどに愛おしい。

「愛を知るとは、こんなにも尊いのですね」

　じんわりと涙があふれた。

　ラーシュから目を、心を、離さない。自分の気持ちに真っ直ぐ従うだけだ。

　リルヴィエ王国での日々は、チェチーリアの想像と違った。少しだけすれ違って、遠回りをした。

　ラーシュを思い涙した日も、きっと無駄ではない。

　この先ふたりはたくさん笑い、泣き、喧嘩もするのだろう。

　チェチーリア自身が切り開いてきた道、そしてもっと先に続く未来へ、今日からはラーシュとふたりで歩むのだ。

「チェチーリアを愛する俺の気持ちと同じように、きみが俺を愛していると思っても、いいかな」

「もちろんです」

「キス、してもいいか？」

　チェチーリアは返事の代わりに、そっと目を閉じた。

　翼を広げた白鳥が、ふたりの甘い口づけを祝福しているようだった。

　手紙が結んだふたつの心は、もう迷わない。
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